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． ．自石キニーブ合唱団　』岱

rフォーレ、・．レクイエム』た熱口昌・
　6月7日に開催され建白石キューブ1周年舘念コンサート第1夜で、昨年7月に結成され　。

た白石市民による合唱団「白石キ土一ブ合唱団脅が、数あるレクイエムの中さ最高峰に位

置し、「この世で最も美しいレクイエム」と呼ばれるガブリエル・フォーレ年曲のレクイエ　　｝

ムに挑戦しました。．
　昨年から今回のコンサートを目指して合唱練習を始めたというキュrブ合唱団。この曲一

の上演に賭けたキューブ合唱鐸90名の意気込みと熱い思いが感じうれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白石市のホームページ（おもしろいしネット）
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保
健
福
祉
・
教
育
の
情
報
化
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
塾
の
開
催
な
ど
、
白
石
市
の
情
報
化
を
強

力
に
推
進
す
る
た
め
、
先
端
の
科
学
技
術
を
駆

使
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

中
核
施
設
、
白
石
市
情
報
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
”

ア
テ
ネ
）
が
今
月
6
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

白石市情報センター利用イメージ図

”
）

塁

　　　市内公共的団体

i暴即墓
　　圏テレビ会議　　　　　　　　VOD　　　イン9一
　　バソコン相蹉

　自石市情報センター

く保健・福祉相談システム＞

〈保健一福祉学習システム＞

＜保健・福祉情報提供システム＞

／　白石市情報センターの愛称　＼
　A　T　H　E　N　S（アテネ）の由来

．A　Academy（塾）

T　TechnoIogy（科学技術）
πHealth（健康）、Help（福祉）
E　Education（教育）

N　Network（ネットワーク）
S　System（システム）

　また、白石市はギリシャのアテネ市と同

じ北緯38度線上にあります。このアテネ
の栄光、歴史と文化の輝きにあやかって白
石市は、情報の受発信基地を目指します。

情
報
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割

【
－
訟
藁
陵
ク
掻
拠
点
】

～
健
康
や
福
祉
の
情
報
を
提
供
～

　
白
石
市
情
報
セ
ン
タ
ー
と
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
、
学
校
ら
を
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
テ
レ
ビ
会
議
、
ビ
デ
オ
・
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
、
パ
ソ

コ
ン
相
談
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
）
で
つ
な
い

で
、
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
講
習
会
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
保
健
・
福
祉
施
設
の
案
内
や
各

種
検
診
な
ど
日
程
の
情
報
、
老
人
介
護
の
仕
方
、

介
護
機
器
の
使
用
方
法
な
ど
健
康
や
福
祉
の

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

〕

【
2
市
民
の
謂
籠
藤
】

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
を
見
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
創
造
型

の
体
験
施
設
で
す
。

①
図
書
館
と
共
通
の
利
用
者
力
ー
ド
に
よ
り
、

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
館
内
で
C
P
R
O

M
や
ビ
デ
オ
を
見
た
り
、
ビ
デ
オ
編
集
や
パ
ソ

コ
ン
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
制
作
で
き
ま
す
。

②
最
先
端
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
機
器
を
活
用

し
て
、
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
塾
や
パ
ソ
コ
ン
の
講
習
会
な
ど
、
市

民
の
方
を
対
象
と
し
た
、
楽
し
く
学
び
な
が

ら
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
理
解
す
る
こ
と
の
で

き
る
各
種
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

　
パ
ソ
コ
ン
4
台
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

・
お
し
ゃ
べ
り
伝
言
板
（
1
台
）

　
約
2
0
秒
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
映
像
が
保
存

さ
れ
、
情
報
セ
ン
タ
ー
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
来
た
人
に
伝
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
こ
ど
も
用
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
（
3
台
）

　
お
絵
か
き
ソ
フ
ト
な
ど
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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▲ロビーにあるこども用パソ

▽
シ
ア
タ
ー

　
雛
壇
状
に
な
っ
て
い
る
シ
ア
タ
ー
は
、
ふ

だ
ん
は
、
待
ち
合
わ
せ
や
休
憩
の
場
所
と
し

て
ご
自
由
に
座
っ
て
い
た
だ
く
ス
ペ
ー
ス
で

す
。　

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、
客
席
と
し
て
使
用
し

ま
す
。
可
動
壁
を
使
い
ス
ラ
イ
ド
、
ビ
デ
オ

な
ど
を
映
し
て
分
か
り
や
す
い
講
演
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
講
演
の
内
容
は
テ
レ
ビ

会
議
装
置
で
市
役
所
や
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
質
問
な
ど
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
3
白
福
綿
ー
ス
の
構
築
】

　
情
報
化
の
基
本
と
な
る
各
種
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
順
次
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

①
保
健
福
祉
情
報
の
個
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　
市
民
の
方
々
の
基
本
情
報
を
初
め
、
各
種

給
付
・
貸
付
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
情
報
、

医
療
情
報
、
ケ
ア
カ
ル
テ
情
報
、
検
診
情
報

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
個
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

基
本
に
、
今
後
の
在
宅
福
祉
や
在
宅
医
療
分

野
で
の
活
用
も
十
分
考
慮
に
入
れ
、
保
健
福

祉
総
合
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
ま
す
。

②
本
市
独
自
の
伝
承
文
化
や
民
族
文
化
の
映

像
や
、
図
書
館
資
料
と
し
て
白
石
に
残
っ
て

い
る
藩
政
時
代
の
古
文
書
、
絵
図
、
研
究
成

果
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
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嶋
▲雛壇上になっているシアター

　
今
年
4
目
－
日
に
稼
働
し
た
保
健
福
祉
業

務
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
管
理
す
る
サ
ー
バ
ー

や
、
V
O
D
サ
ー
バ
ー
な
ど
が
置
か
れ
て
あ

り
ま
す
。
公
共
施
設
に
設
置
し
て
あ
る
各
端

末
は
、
ア
テ
ネ
ー
階
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
セ
ン
タ
ー
で
管
理
し
て
い
ま
す
。



アデ宗オープン認駐イ♪ベン」トのお劒』6ぜ

片倉小十郎景綱の姉、喜多が意匠

したといわれ、現在の白石市の市章

にも生きづいている釣り鐘デザイン

は、日本に、そして世界に響けとい

う強い願いが込められています。こ

の願いを具現化するように7月6

日、白石市情報センター（愛称：ア

テネ）がいよいよオープンいたしま

す。

このオープンに合わせアテネで

は、6日（月）から12日（日）まで

オープン記念イベントを（右表のと

おり）開催します。

イベント名
インターネット無

料体験

（込み合うときは時

間を制限させてい

ただきます。）

小学生パソコン

お絵かき大会

（作品はカラープリ

ンターで打ち出し
ます。）

時間

午後1時

から

午後1時

から

場所

3階マル

チメデイ

ァバザー

　
　
　
室

階
議

3
△
五

イベント名
オープン記念マル

チメディア相談コ

ーナー（マルチメ

ディアのことなら

何でも相談可。）

スタジオ・編集室

無料開放

時間

午後1時

から

午後1時

から

場所

1階エン

トランス

3階スタ

ジオ・編

集室

メディアテック・メディアアート（バーチ

ャルリアリティ〉は、午後1時から通常の
利用を開始します。

〃fソコン認晋盆ノ襯催のお知5ぜ

白石市情報センター「アテネ」にて、パソコン講習会を開催いた

します。今回は、7月から9月までの初心者、初級者向けのコース

を用意しました。今後はこれらのコースのほか、中級者向けのイ
ベントや、上級者向けの「マルチメディア塾」も用意する予定です。

O会場
白石市情報センター「アテネ」

　3階マルチメディアバザー

O使用する機器

マルチメディアバザー内のパソコン

O対象となる方

　白石市内在住者または市内に通

勤、通学している方

（利用者カードをお持ちの方）

0講習会の内容
1）初心者コース

対象1パソコンの初心者
講　師：情報センター職員2名

料金：無料
日　時：水曜日

昼コース（14：00～15：30）と夜コ

ース（19：00～20：30）の1日2回

定員：各6名

内容＝

・1週目　初歩的なパソコンの使い

方、Windows95の基本操作、一太

郎、Excel、PowerPointでできる

ことの簡単な紹介など

・2週目　インターネット体験、検

索サイトを利用した簡単な調査など

2）自習コース

対　象＝パソコンに角虫ることができ

るレベルの人。主に社会人が対象。

（できれば初心者コースを終了して

いることが望ましい）

講　師＝特におりませんが、センタ

ー職員が質問に答えます。

市販の学習用ソフト（自習用CD－

ROM）で自習していただきます。

料金：無料
日　時：毎週水曜日

（初心者コースと同時開催）

夜コースの1日1回のみ
　（19：00～20：30）

定員14名
詳細：ブラインドタッチ、
Windows95、一太郎8、Word97、

Exce197などを対象とした自習用CD一

ROMを使用しての自習

Oスケジュール
1）初心者コース

第1回
第2回
第3回
第4回

7月29日、8月5日

8月12日、9月19日

8月26日、9月2日

9月9日、9月30日

2）自習コース

8月12日、8月19日、8月26日、

9月2日、9月9日、9月30日

O参加方法
7月7日より予約の受付を開始し

ます。定員になり次第締め切ります。

白石市情報センター1階事務室へ直

接お申し込みください。

（カードを確認させていただくため、

電話での受け付けはいたしません。）

申し込みの際に利用者カードを提

示していただきます。

申し込みの際、受講者のレベルを

あらかじめ把握させていただくた

め、簡単なアンケートに記入してい

ただきます。

モ

▽
メ
デ
ィ
ア
テ
ッ
ク

　
～
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
図
書
館
ー

・
≧
覇
舞
肌

§
～
ヲ
鷺
謡
L
噸

・
各
種
C
D
l
R
O
M
5
4
0
本
、
ビ
デ
オ
3

2
0
本
の
中
か
ら
お
好
き
な
も
の
を
選
ん
で
、

閲
覧
ブ
ー
ス
で
自
由
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
パ
ソ
コ
ン
相
談
装
置
で
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
健

康
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
保
健
婦
と

顔
を
見
な
が
ら
健
康
福
祉
に
つ
い
て
の
相
談
が

で
き
ま
す
。

辱慧罫欝　　　暫

霜備’

い腿整
戯愈「｝

．二畷

礎騨筒欄一　一

▲インターネット接続パソコン

▽
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
バ
ザ
ー

　
～
創
作
、
体
験
、
研
修
ス
ペ
ー
ス
～

・
高
性
能
パ
ソ
コ
ン
を
配
置
し
、
い
ろ
い
ろ
な

ソ
フ
ト
を
使
っ
て
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、
画
像
、

動
画
の
編
集
が
で
き
ま
す
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
気
軽
に
体
験
で
き
ま

す
。・

マ
ル
チ
メ
デ
イ
ア
塾
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

　
白
石
市
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
（
市
内
に

お
住
ま
い
の
方
、
も
し
く
は
市
内
に
勤
務
さ
れ

て
い
る
方
）
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
使
え
る
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
施
設
で
す
。

　
ご
利
用
（
メ
デ
ィ
ア
テ
ッ
ク
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
バ
ザ
ー
の
使
用
時
の
み
）
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
力
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
発
行

は
簡
単
な
手
続
き
（
申
込
用
紙
に
住
所
、
氏
名

等
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
際
、
自
動

車
免
許
証
・
健
康
保
険
証
・
学
生
証
等
の
身
分

▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
（
”
仮
想
現
実
一

と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
映
像
に

よ
っ
て
現
実
で
な
い
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
た
か
も
現
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
さ
せ

る
技
術
で
す
。
）
に
生
か
し
た
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
作
品
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ブ
ー
ス
が
2

個
、
パ
ソ
コ
ン
が
3
台
置
か
れ
、
自
由
に
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲お互いの顔を見ながらパソコ
ンで健康相談

施
設
使
用
料

設
備
使
用
料

シアター

室議△
云

スタジオ
・調整室

　
　
ン

　
　
コ

一
　
ソ

タ
ト
パ

ン
ツ
続

イ
ネ
接

　
ダ

オ
コ

デ
ン
置

ビ
エ
装

白黒レーザー
プリンター

カラーレーザー

プリンター

プロジエクター

一時間当たり520円

一時間当たり520円

一時間当たり1，050円

一時間当たり210円

一時間当たり520円

一枚当たり　10円

一枚当たり　50円

一回当たり　1，050円

センターの休館日について

センターの休館日は、月曜日と

火曜日（祝日に当たるときは翌

平日）及び12月28日～1月4日

までの期間です。

証
明
書
、
小
学
生
で
し
た
ら
名
札
等
を
ご
提

示
願
う
だ
け
）
で
す
。

　
な
お
、
利
用
者
力
ー
ド
は
、
白
石
市
図
書

館
と
共
通
の
カ
ー
ド
で
す
の
で
、
図
書
館
で

既
に
カ
ー
ド
発
行
済
み
の
場
合
は
、
す
ぐ
に

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
多
く
が
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
が
、
左
表
に
つ
い
て
は
有
料
（
実
費
相

当
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
ア
テ
ネ
の
ご
利
用
に
つ
い
て
○

〈
C
D
I
R
O
M
用
パ
ソ
コ
ン
5
ブ
ー
ス
5
台
、

V
T
R
視
聴
用
機
器
3
ブ
ー
ス
3
台
、
パ
ソ
コ

ン
相
談
室
2
室
を
設
置
〉

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
パ
ソ
コ
ン
6
台
、
動

画
編
集
用
パ
ソ
コ
ン
3
ブ
ー
ス
3
台
、
静
止
画

編
集
用
パ
ソ
コ
ン
2
ブ
ー
ス
2
台
、
音
楽
作

成
・
編
集
用
パ
ソ
コ
ン
ー
ブ
ー
ス
ー
台
、
ビ
デ

オ
エ
ン
コ
ー
ダ
（
ビ
デ
オ
の
ア
ナ
ロ
グ
情
報
を

デ
ジ
タ
ル
化
）
ー
ブ
ー
ス
、
ビ
デ
オ
編
集
装
置

ー
ブ
ー
ス
を
設
置
〉

▽
ス
タ
ジ
オ
・
調
整
室

ビ
デ
オ
の
収
録
・
編
集
を
行
う
た
め
、
カ
メ

ラ
・
照
明
・
編
集
装
置
が
完
備
さ
れ
て
い
ま

す
。

▲スタジ才調整室



畠
思

市民の二一ズぱ医療福祉の充実γ

　
本
市
で
は
、
市
民
の
意
識
や
市
政
へ
の
要
望
を
各
種
施
策
に
反
映

す
る
た
め
に
、
平
成
9
年
度
に
意
識
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
調
査
質
問
項
目
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
2
0
歳
代
か
ら
3
0
歳
代
の

男
女
1
4
名
の
方
々
で
構
成
す
る
「
市
民
意
識
調
査
質
問
項
目
策
定
委

員
会
」
を
設
置
し
、
内
容
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

《
調
査
方
法
及
び
結
果
》

・
市
内
在
住
2
0
歳
以
上
、

男
女
1
、
5
0
0
名
、
無
作
為
抽
出
、

郵
送
配
付
～
郵
送
回
収

・
回
答
者
数
9
8
3
名
、

回
答
率
　
　
　
　
　
　
6
5
．
5
％

《
調
査
項
目
》

1
．
居
住
歴
と
定
住
意
向

2
．
市
民
生
活
の
満
足
度

3
．
今
後
の
施
策
の
重
点

4
．
ま
ち
づ
く
り
へ
の
考
え
方

《
結
果
概
要
》

L
居
住
歴
と
定
住
意
向
に
つ
い
て

・
白
石
市
で
生
ま
れ
、
育
っ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
2
．
0
％

・
居
住
年
数
2
0
年
以
上
　
　
　
7
9
．
6
％

・
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
、
当
分
住
み

　
続
け
た
い
　
　
　
　
　
　
　
8
6
．
5
％

（
理
由
一
自
分
の
家
・
土
地
が
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
3
．
2
％
）

・
転
出
し
た
い
人
の
回
答
理
由

（
通
勤
通
学
等
交
通
が
不
便
　
3
4
．
1
％
、

医
療
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
．
5
％
）

2
市
民
生
活
の
満
足
度

　
満
足
度
の
高
い
項
目
は
、
「
日
常
の
買

い
物
の
便
利
さ
」
、
「
ゴ
ミ
収
集
・
処
理
」
、

「
地
域
活
動
な
ど
の
住
民
同
士
の
連
帯
」

な
ど
が
目
立
ち
、
生
活
環
境
の
基
本
項

目
へ
は
満
足
度
の
高
さ
が
示
さ
れ
た
。

　
一
方
、
満
足
の
低
い
項
目
で
は
「
医
療

施
設
の
充
実
」
、
「
高
齢
者
の
福
祉
施
策
」
、

「
障
害
者
（
児
）
の
福
祉
施
策
」
で
医
療
・

福
祉
に
関
す
る
も
の
で
占
め
ら
れ
た
。

　
「
満
足
度
」
「
重
要
度
」
「
二
ー
ズ
度
」

「
二
ー
ズ
と
総
合
満
足
度
の
関
係
」
は

図
1
～
4
の
と
お
り
で
す
。

3，53，0

図一1「満足度の算出結果」

　　　2、0　　　　　2，5

4
　
4
　
3
　
　
2

2
　
2
　
2
　
2

圃310
3．OO

乞
　
2
　
2

図2．76

署2．73

2．69

　　　　　　　　　日常の買い物の便利さ

　　　　　　　　　　　　ごみ収集・処理

　　　　　　地域活動など住民同士の連帯

　　　　　　　　騒音・振動など公害防止

　　　　　　　　　　　　　防犯・風紀

　　　　　　　　　　　　　河川の整備

　　　　力㌧ドレ魂、信号機など交通の安全

　　　　　　　　文化財などの保存・整備

　　　　　　　　　　　　自然環境の保護

　　　　　　小・中学校の施設や教育内容

　　　　　　　スポーツ・レ舛エラヨン施設の整備

　　　　　地震や風水害などへの防災対策

　　　　　　　生涯学習の機会や場の提供

保育所など乳幼児や児童のための福祉施策

　　　　　　道路・道路網・橋などの整備

　　　　　　下水道や雨水排水などの整備

　　　　　　　図書館など文化施設の整備

　　　　　　　　　　公園・緑地の整備

　　　　市政に関する情報提供や市民参加

　　　　　　　　　　　街並みの美しさ

　　　　　障害者（児）のための福祉施策

　　　　　　　　高齢者のための福祉施策

　　　　　　　　　　　医療施設の充実

5．O4、54，0

図一2「重要度の算出結果

　　3，0　　　3．5

躍盟甲454
圃4．39

圏4，33

翌猛4．33

圃4．31

圏4．30
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コ4．24

24，23

4，18

囲4，11

圖4，10

14．04

402

94
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91

13、83

378

囲3．65

囲362
墾360
3．52

　　　　　　　　　　　　医療施設の充実

　　　　　　　　　　　　ごみ収集・処理

　　　　　　道路・道路網・橋などの整備

　　　　　　　　高齢者のための福祉施策

　　　　　　下水道や雨水排水などの整備

　　　　力㌧ドレール、信号機など交通の安全

　　　　　　　　　　　　　　防犯・風紀

　　　　　地震や風水害などへの防災対策

　　　　　　小・中学校の施設や教育内容

　　　　　障害者（児）のための福祉施策

　　　　　　　　騒音・振動など公害防止

保育所など乳幼児や児童のための福祉施策

　　　　　　　　　　　　自然環箋の保護

　　　　　　　　　日常の買い物の便利さ

　　　　　　　　　　　　　　河川の整備

　　　　市政に関する情報提供や市民参加

　　　　　　地域活動など住民同士の連帯

　　　　　　　　　　　公園・緑地の整備

　　　　　　　　　　　　街並みの美しさ

　　　　　　　生涯学習の機会や場の提供

　　　　　　　図書館など文化施設の整備

　　　　　　　　文化財などの保存・整備

　　　　　　　スホ㌧ツ・レクリエーション施設の整備

（
図
1
「
満
足
度
の
算
出
方
法
』

図
2
「
重
要
度
の
算
出
方
法
』

図
3
『
二
ー
ズ
度
の
算
出
方
法
』

　
各
項
目
に
お
け
る
回
答
に
対
し
て
、

左
表
の
得
点
を
用
い
て
表
示
し
ま
し
た
。

　
「
満
足
度
の
算
出
方
法
」
と
同
様
に

左
表
の
得
点
を
用
い
て
表
示
し
ま
し
た
。

　
前
述
の
満
足
度
、
重
要
度
の
ウ
エ
イ

ト
値
を
基
に
次
の
計
算
を
行
い
ま
し
た
。

5
点

二
ー
ズ
得
点

　
口
重
要
度
×
（
6
1
満
足
度
）

図
4
「
市
民
－
一
ー
ズ
度
と
市
民
の

　
　
　
総
合
満
足
度
の
関
係
』

満
足

ま
あ
満
足

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

や
や
不
満

不
満

5
点

4
点

3
点

2
点

1
点

重
要

あ
る
程
度
重
要

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

さ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い

重
要
で
は
な
い

4
点

3
点

2
点

1
点

　
各
項
目
の
得
点
平
均
を
求
め
た
結
果

が
二
ー
ズ
度
と
な
り
、
こ
こ
で
（
6
1

満
足
度
）
は
、
不
満
度
を
意
味
し
、
二

ー
ズ
得
点
の
範
囲
は
ー
～
2
5
点
と
な

る
。

　
縦
軸
に
「
二
ー
ズ
度
と
、
行
政
総
合

満
足
度
の
相
関
係
数
」
、
横
軸
に
「
先

に
算
出
し
た
二
ー
ズ
度
」
を
と
っ
た
分

布
で
す
。

■叩民思諏詞亘Uソ帽未慨葦

18．O

図一3　二一ズ度（施策として優先的に必要とされる度合い）
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フ
　
　
6
　
　
1
　
　
5

囲11．24

劉11，02

囲10、92

110．67

10，351

　　　　　　　　　　　医療施設の充実

　　　　　　　高齢者のための福祉施策

　　　　障害者（児）のための福祉施策

　　　　　道路・道路網・橋などの整備

　　　　　下水道や雨水排水などの整備

　　　　地震や風水害などへの防災対策

保育所など乳幼児や児童のための福祉施策

　　　　市政に関する情報提供や市民参加

　　　　　小・中学校の施設や教育内容

　　　　　　　　　　　街並みの美しさ

　　　カ㌧トルール、信号機など交通の安全

　　　　　　　　　　公園・緑地の整備

　　　　　　　　　　　　　防犯・風紀

　　　　　　　　　　　ごみ収集・処理

　　　　　　　　　　　自然環境の保護

　　　　　　図書館など文化施設の整備

　　　　　　　騒音・振動など公害防止

　　　　　　生涯学習の機会や場の提供

　　　　　　　　　　　　　河川の整備

　　　　　　　　日常の買い物の便利さ

　　　　　　スホ㌧ツ・レクリエーション施設の整備

　　　　　地域活動など住民同士の連帯

　　　　　　　文化財などの保存・整備

図一4　市民二一ズと市民の総合満足度の関係
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α
　
　
　
　
　
　
　
　
軌
　
　
　
　
　
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施

↑
行
政
総
合
満
足
度
に
対
す
る
相
関
係
数
抄

文化財の保存・整備
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市民意識調査の結果概要■

a
今
後
の
施
策
の
重
点

（
複
数
回
答
の
た
め
、
㎜
％
を
超
し
て
い

ま
す
が
、
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。
）

ω
産
業
振
興
に
つ
い
て

・
新
し
い
企
業
団
地
を
造
成
し
、
企
業

　
を
誘
致
す
る
　
　
　
　
　
2
7
．
2
％

・
地
域
特
産
品
の
品
質
向
上
や
研
究
開

　
発
、
販
売
ル
ー
ト
の
拡
大
　
2
5
．
0
％

㈲
観
光
産
業
に
つ
い
て

・
駐
車
場
や
道
路
の
整
備
　
　
5
0
．
2
％

・
周
辺
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
広
域

　
的
な
観
光
エ
リ
ア
の
設
定
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
．
3
％

㈲
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

・
家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
や
教
育
の
啓

　
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4
．
4
％

・
青
少
年
の
模
範
と
し
て
の
大
人
の
社

　
会
的
マ
ナ
ー
、
道
徳
心
の
向
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
．
1
％

＠
学
校
教
育
に
つ
い
て

（
小
中
学
校
教
育
へ
の
要
望
）

・
自
主
性
、
創
造
性
を
伸
張
す
る
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
2
．
1
％

・
情
操
、
道
徳
教
育
　
　
　
　
3
9
．
8
％

・
い
じ
め
、
不
登
校
対
策
な
ど
生
徒
指

　
導
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
．
3
％

・
教
職
員
の
資
質
の
向
上
　
　
3
5
．
0
％

・
健
康
、
体
力
の
増
進
　
　
　
3
2
．
6
％

㈲
広
報
し
ろ
い
し
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
5
）

蕉
ま
ち
づ
く
り
へ
の
考
え
方

OD

白
石
市
の
魅
力
に
つ
い
て

・
蔵
王
、
材
木
岩
な
ど
豊
か
な
自
然
や

　
景
勝
地
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0
．
8
％

・
自
石
城
、
武
家
屋
敷
な
ど
の
城
下
町

　
の
風
景
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2
．
5
％

・
温
麺
、
こ
け
し
、
和
紙
、
も
ろ
き
ゅ

　
う
り
、
こ
ろ
柿
な
ど
の
特
産
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
．
9
％

　自石市では、市の広報紙として「広報しろいし」を月1回各世帯に配布しています。あなた

はこの「広報しろいし」を読んでいますか・次の中から1つだけ選んでください。

（％）

無
　
回
　
答

　　　N
，6

読
ま
な
い

時
々
読
む
程
度

度
毎
号
ざ
っ
と
目
を
通
す
程
’

1．9〃Zl3、9”　　983

け
読
ん
で
い
る

毎
号
興
昧
あ
る
と
こ
ろ
だ

24．9

毎
号
よ
く
読
ん
で
い
る

」
’懸羅嚢

図一5

㈲
望
ま
し
い
都
市
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
（
図
6
）

　
上
記
の
ほ
か
「
く
ら
し
日
本
一
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
重
要

だ
と
思
う
こ
と
を
自
由
記
載
し
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
約
4
7
％
の
鰯
人
の
方
か

ら
市
政
の
各
分
野
に
つ
い
て
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　あなたにとって、将来の白石市として最も望ましいイメージは、どのようなものですか・次

の中からお考えに近いものを1つだけ選んでください．

a5　　7，7
ηフ1　7デァ｝　ao

a1　　2・7　　1。9

1a2　　吃1

軋6

図一6

無
　
回
　
答

わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

に
力
を
入
れ
た
文
化
都
市

教
育
や
文
化
・
芸
術
な
ど

に
よ
る
工
業
都
市

企
業
の
霧
致
や
脊
成
な
ど

稲
市

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
観
光

気
の
あ
る
商
業
郁
市

買
い
物
な
ど
が
便
利
で
活

置
く
農
業
・
田
園
都
市

自
然
と
の
調
和
に
重
点
を

し
た
健
康
郁
市

医
療
・
社
会
福
祉
が
充
実

N＝

（％

50

40

市
民
の
健
康
と
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

白
石
市
の
将
来
の
医
療

　
　
　
。
休
日
・
夜
間
の
診
療
、

診
療
科
目
の
豊
富
な
綜
合
病
院
“

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
医
療
福
祉
に
か
か
わ
る
関
心

・
要
望
が
多
か
つ
た
こ
と
か
5
、
追
加
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

《
調
査
方
法
及
び
結
果
》

・
市
内
在
住
2
0
歳
以
上
男
女
、

　
1
、
0
0
0
名
無
作
為
抽
出
、

　
郵
送
配
付
ー
郵
送
回
収

・
回
答
者
数
7
4
7
名

　
回
答
率
　
　
　
　
　
　
7
4
．
7
％

《
調
査
項
目
》

1
．
健
康
状
態
や
受
診
状
況

2
．
公
立
刈
田
綜
合
病
院
に
つ
い
て

3
．
白
石
市
の
将
来
の
医
療
に
つ
い
て

4
．
保
健
や
医
療
福
祉
に
つ
い
て

《
結
果
概
要
》

1
．
健
康
状
態
や

　
　
　
　
　
　
　
受
診
状
況

ω
現
在
の
健
康
状
態

・
良
好
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
．
0
％

・
通
院
中
で
あ
る
　
　
　
　
　
2
9
．
5
％

・
ま
あ
健
康
な
方
で
あ
る
　
　
3
2
。
5
％

・
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
受
診
し
て
い

　
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
．
7
％

＠
開
業
医
院
等
と
公
立
刈
田
綜
合
病
院

の
関
係

・
刈
田
病
院
は
設
備
を
充
実
し
開
業
医

　
院
等
の
紹
介
で
高
度
な
専
門
医
療
を

　
行
う
　
　
　
　
　
　
　
8
1
．
3
％

・
特
に
そ
の
よ
う
な
関
係
は
必
要
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5
．
0
％

2
．
公
立
刈
田
綜
合

　
　
　
　
病
院
に
つ
い
て

ω
刈
田
病
院
の
利
用
経
験

　
時
期
を
問
わ
ず
こ
れ
ま
で
に
受
診
経

験
が
あ
る
人
は
男
性
で
6
3
．
7
％
、
女

性
で
は
7
0
．
5
％
で
し
た
。
　
（
図
8
）

㈲
自
分
に
と
っ
て
の
刈
田
病
院
と
は

・
具
合
が
悪
い
と
き
最
初
に
み
て
も
ら

　
う
か
か
り
つ
け
の
病
院
　
　
2
1
．
5
％

・
他
の
か
か
り
つ
け
医
が
、
必
要
と
勧

　
め
る
と
き
に
利
用
す
る
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
．
0
％

・
病
状
や
目
的
に
よ
っ
て
自
分
で
使
い

　
分
け
る
病
院
の
ひ
と
つ
　
　
5
5
．
6
％

・
入
院
を
要
す
る
場
合
に
利
用
す
る
病

　
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
．
4
％

㈲
医
療
施
設
の
利
用
状
況

～
過
去
1
年
問
に
利
用
し
た
医
療
施
設

　
「
医
療
施
設
を
利
用
し
な
か
っ
た
」

の
は
女
性
よ
り
、
男
性
が
7
％
多
い
2
0
．

8
％
を
占
め
、
「
公
立
刈
田
綜
合
病
院
」

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
男
性
よ
り
女
性
が

約
1
0
％
多
い
4
3
．
4
％
で
し
た
。
（
図
7
）

　
地
区
別
で
は
、
越
河
地
区
の
「
公
立

藤
田
病
院
」
を
5
1
．
2
％
の
人
が
利
用

し
て
い
る
点
が
目
立
ち
ま
し
た
。

㈹
か
か
り
つ
け
医
に
つ
い
て

～
か
か
り
つ
け
医
の
有
無
～

・
か
か
り
つ
け
医
を
決
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
．
7
％

・
か
か
り
つ
け
の
病
院
を
決
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5
，
2
％

・
現
在
は
決
め
て
い
な
い
が
決
め
た
い

　
と
思
っ
て
い
る
　
　
　
　
　
n
．
9
％

・
特
に
決
め
て
い
な
い
　
　
　
2
5
．
0
％

　
具
合
が
悪
い
と
き
な
ど
に
ま
ず
み
て

も
ら
う
身
近
な
医
療
を
、
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
い
る
人
が
6
2
．
5
％
で
し
た
。

　あなたは、過去1年間次にあげる病院、医院や診療所などの医療施設を利用したことカ

ありますか。（Oはあてはまるものすべて1

組4

47．O

図一7

　
　
　
無
　
回
　
答

　
　
　
を
利
用
し
た
こ
と
は
な
い

　
　
　
過
去
1
年
問
に
医
療
施
設

　
　
　
県
央
の
病
院

　
　
　
東
北
大
学
付
属
病
院
な
ど

　
　
　
　
（
国
見
町
〉

　
　
　
公
立
藤
田
病
院

　
　
　
　
（
蔵
王
町
）

　
　
　
大
泉
記
念
病
院

　
　
　
院
な
ど

　
　
　
そ
の
他
市
外
の
病
院
・
医

　
　
　
公
立
刈
田
綜
合
病
院

　
　
　
病
院
・
医
院
な
ど

　
　
　
刈
田
病
院
以
外
の
市
内
の

　
　
毘

　
　
姻

　
　
　
7

　
4

　
7

94　
9a1

N冨74

：％）

50－

40－

30－

20－

10－

　0一

（％）
無
　
　
回
　
答

　　　　N

罰355

図一8　性別／刈田病院の利用経験

は
な
い

刈
田
病
院
を
訪
れ
た
こ
と

れ
た
こ
と
は
あ
る

い
が
、
お
見
舞
い
等
で
訪

受
診
・
入
院
の
経
験
は
な

し
た
こ
と
が
あ
る

か
つ
て
受
診
又
は
入
院
を

1
年
以
上
前
に
な
る
が
、

数
回
程
度
の
通
院
を
し
た

過
去
1
年
間
に
1
回
か
ら

1
回
以
上
の
通
院
を
し
た

の
入
院
、
又
は
ー
か
月
に

過
去
1
年
間
に
1
回
以
上

304414，

3925821．2

男性

女性



㈹
受
診
・
入
院
経
験
が
あ
る
診
療
科
目

　
刈
田
病
院
利
用
経
験
者
で
最
も
多
い

科
目
は
「
内
科
」
62
．
9
％
で
あ
り
、

「
外
科
」
、
「
耳
鼻
咽
喉
科
」
共
に
2
4
、

7
％
、
「
皮
膚
科
」
2
3
．
7
％
、
「
整
形

外
科
」
2
2
．
5
％
の
順
で
し
た
。

＠
刈
田
病
院
を
利
用
し
た
印
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
9
）

㈲
刈
田
病
院
ま
で
の
交
通
手
段

・
自
動
車
（
自
分
で
運
転
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
52
．
3
％

・
自
転
車
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
．
5
％

・
徒
歩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
．
7
％

・
タ
ク
シ
ー
　
　
　
　
　
　
7
．
5
％

・
自
動
車
（
送
迎
し
て
も
ら
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
．
3
％

㈲
今
後
の
整
備
・
改
善
の
重
点

　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
1
0
）

　刈田病院で診療・治療を受けた際、どのように感じましたか、　　　　　　　　　　　図一9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Oは、ア～コそれぞれ1つずつ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そあまそど無（％）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　　　　ま　　　　あ　　　　う　　　　ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思　　　　り　　　　そ　　　　思　　　　ら　　　　回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　　　　そ　　　　う　　　　う　　　　と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　う　　　　思　　　　　　　　も　　　　答
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　思　　　　う　　　　　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　　　　　　　え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
ア）外来受付の手順などがスムーズだ　　　　　　　1色ビ♪　　　，　　ZZ彩勇　，1％　　　．　、．4、　Ia3　　　502

1或5、．　・　％Z籠観　　・冷渇12・2
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　　　’44・㌔二、Pr　・　・1襲～、13・1
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　　　　　　　　　　　　　　／／ノン／／　　臼　、父ぐ

イ）医者や看護婦〔士）が親切だ

ウ）医療股傭が整っている

工）看護体制が十分だ

オ1病室．廊下や待合室などにゆとりがある

カ）建物の色や中庭などの雰囲気がよい

キ）診療科や病室の案内表示がわかりやすし

ク）廊下やトイレに段差が少なく歩きやすし

ケ）立地条件がよい

コ）駐車燭のスベースが十分だ

3
．
自
石
市
の
将
来
の

　
　
　
　
　
医
療
に
つ
い
て

ω
こ
れ
か
5
の
医
療
へ
の
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
n
）

㈲
こ
れ
か
ら
の
医
療
施
設
に
望
む
施
設

や
機
能

・
検
査
や
治
療
の
た
め
の
最
新
の
医
療

　
機
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
3
．
4
％

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
受
付
、
会

　
計
な
ど
の
効
率
化
　
　
　
　
4
6
．
9
％

田病院では、今後、特にどのような整備や改善に力を入れるべきだとお考えですか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○は5つまで

　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　　60（％）

捌5go

568
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鰍灘
456

解

4Q4

31，7

21，6

202

165

L4

】，o
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図一10

N・747

夜間や休日の診療体制や救急医療
を充実させる

診察の待ち時問を短くする

医師が、症状の説明や患者との対
話を大切にする

看護婦やスタッフが、明るく親切
に患者と接する

脳・心臓の疾病や、難病などにも
対応できる専門医療を充実させる

広い駐車スペースを確保する

ヨ39

1，7

1，6

医療設備や技術を充実させる

病気や健康管理について．気軽に
相談できる窓口などを設置する

常勤の医師や看護婦の数を増やす

自宅療養者への往診や訪問看護な
どを充実させる

建物の内部や周囲の風景に明るさ
や安らぎを感じられるようにする

内部の空間にゆとりをもたせ，患
者にやさしい施設にする

リハビリテーション（社会後帰）
機能を充実させる

その他

特にない

無回答

・
他
の
病
院
と
連
携
的
に
診
察
で
き
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
網
　
　
　
4
1
．
0
％

・
広
い
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
　
　
3
8
．
4
％

・
き
れ
い
で
利
用
し
や
す
い
浴
室
や
ト

イ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
3
8
．
0
％

・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7
．
2
％

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
た
少
人
数

の
病
室
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
．
6
％

4
．
保
健
や
医
療
、

　
　
　
　
　
福
祉
に
つ
い
て

ω
今
後
の
保
健
対
策
の
重
点

・
成
人
や
老
人
の
健
康
診
査
、
生
活
指

　
導
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
9
．
8
％

・
食
生
活
の
改
善
や
栄
養
指
導
の
普
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5
．
4
％

・
老
人
性
痴
呆
に
関
す
る
こ
と
　
必
．
0
％

・
健
康
づ
く
り
の
知
識
の
普
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1
．
8
％

㈲
健
康
や
保
健
、
医
療
に
つ
い
て
必
要

な
情
報

・
休
日
や
夜
間
に
み
て
も
ら
え
る
医
療

　
機
関
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
4
5
．
6
％

・
医
薬
品
や
医
薬
品
の
副
作
用
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
．
2
％

・
成
人
、
老
人
の
健
康
保
持
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
1
．
1
％

・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
や
運

　
動
の
行
い
方
に
つ
い
て
　
　
2
6
．
4
％

㈹
老
後
へ
の
不
安

～
老
後
へ
の
不
安
の
有
無
～

・
非
常
に
不
安
を
感
じ
る
　
　
2
3
．
0
％

・
や
や
不
安
を
感
じ
る
　
　
　
5
0
．
7
％

・
あ
ま
り
不
安
を
感
じ
な
い
　
2
2
．
0
％

・
全
く
不
安
を
感
じ
な
い
　
　
2
．
7
％

　
年
齢
的
に
み
る
と
、
老
後
の
問
題
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
2
0
・
3
0
歳
代

の
若
年
層
が
強
い
不
安
感
を
抱
い
て
い

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

＠
今
後
の
障
害
者
、
高
齢
者
福
祉
の
重

点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
1
2
）

㈲
医
療
・
社
会
福
祉
が
充
実
し
た
健
康

都
市
に
し
て
い
く
た
め
に

　
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
重
要
か
に

つ
い
て
、
自
由
記
載
し
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、
3
8
．
0
％
に
当
た
る
2
8
4

人
の
方
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

■而民の健康と医療・福祉に関するアンケート績果

あなたが、これからの医療に対して特に期待することは何ですか．（○は3つまで）

80（％）504020

7LO

51，8

4Q2

248
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8
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a3

ロ
　
博
　
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　O
N昌747

夜問や休日にも安心できる診療体
制力fあること

診療科目が豊富な総合病院がある
こと

高度な医療が身近に受けられるこ
と

医療と福祉が連携して地域住民の
健康に役立っこと

子どもや高齢者の入院生活に対応
した医療施設が充実すること

安心して過ごせるやすらぎのある
入院施設があること

自宅療養者への往診や訪問看護な、
どの医痴体制があること

子や孫の代にも活かされる地域医、
療体制を確立すること

日常の健康管理に関する相談業務・
体制の整備が充実していること

その他

特にない

図一11

あなたは、今後、障害者や高齢者への福祉サービスについて、特にどのようなことに

力を入れるべきだとお考えですか。（○は5つまで）

60（％）4020

557

439

3B3

　　　　　　　　　　　　　　O
N＝747

医療費の軽減や、年金・手当など
の支給

ホームヘルプ
（ヘルパーによる家事援助など〕

窓ロや訪間による相談・指導

347

343

295

27．7

260

260

244

237

142

1QO

72

図一12

無回答

08

124

須41

緊急通報システムの設置

訪問入浴

障害者や高齢者が働ける場の確保

ショートステイ
（施設への短期間入所〕

機能回復訓練
（保健婦などによるリハピリ）

障害（児）者や高齢者の通園・入
所施設

訪問看護ステーションの設置

公共施設・道路などの段差の除去
や手すりの設置など

デイサービス（施設への通所）

グループホーム
（障害者などの共同生活の場）

ガイドヘルパー
（視覚障害者への外出ヘルパー

その他

特1こない

無回答

　
白
石
市
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基
に
、
白
石
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
含
む
「
福
祉
の
里
」
を
核
に
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」
が
三
位
一
体
と
な
っ

た
保
健
福
祉
施
策
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

●
「
市
民
意
識
調
査
」
「
市
民
の
健
康
と
医
療
・
福
祉
に
関
す
る

　
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
総
務
部
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宙
二
二
－
一
三
二
四



㍉

について

　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
呂

　
　
　
　
侭
設

　
白
石
市
で
は
「
白
石
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
の
平
成
1
0
年
度
中
設
立
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
セ
ン
タ
贋
の
目
的

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
「
高
年

齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
、
国
（
労
働

省
Y
都
道
府
県
・
市
（
区
）
町
村
の
援
助

に
よ
り
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高

年
齢
者
（
お
お
む
ね
6
0
歳
以
上
）
に
短
期

的
・
臨
時
的
な
就
業
の
場
を
提
供
し
、

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
運
営
さ
れ
る
公
益
法
人
で
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
各
市

（
区
）
町
村
単
位
で
設
立
さ
れ
、
全
国
に

訓
団
体
（
平
成
9
年
4
月
3
0
日
現
在
）

あ
り
、
「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・
共
助
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
特
色
に
あ
っ
た
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

O
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
セ
ン
タ
ー
の
し
く
み

　
シ
ル
バ
i
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市

（
区
）
町
村
に
住
む
、
お
お
む
ね
6
0
歳
以

上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
年

齢
者
が
、
会
員
と
し
て
登
録
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
事
業
主
と
な
り
、
仕
事
を
選
び
、

請
け
負
い
、
完
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

報
酬
を
得
る
と
い
う
、
雇
用
関
係
が
存

在
し
な
い
新
し
い
就
業
シ
ス
テ
ム
で

す
。
雇
用
関
係
を
も
た
な
い
こ
と
に
よ

り
、
仕
事
を
選
ぶ
自
由
や
時
間
的
な
自

由
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
収
入
の
安
定
や
就
業
日
数
の
安
定

は
望
め
ま
せ
ん
が
、
現
役
を
引
退
さ
れ
、

身
体
に
極
力
負
担
を
か
け
ず
に
、
精
神

的
・
身
体
的
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の

一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
雇

用
関
係
が
な
い
た
め
、
労
働
災
害
保
険

の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
わ
り
に

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
団
体
傷

害
・
損
害
保
険
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
を
依
頼
（
発
注
）
す
る
側

に
し
て
も
、
仕
事
の
契
約
は
、
会
員
個

人
で
は
な
く
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
の
契
約
（
請
負
・
委
任
）
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
業
主
に
と
っ
て
新
社
員
を

雇
う
よ
り
も
有
益
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
少
な
く
と
も
、
労
働
災
害
保
険

や
雇
用
保
険
の
事
業
主
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
就
業
日
数
や
就
業
時
問
を
限

定
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
（
短
期
的

で
、
か
つ
臨
時
的
な
方
が
セ
ン
タ
ー
に

と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
の
で
す
。
）

みく

し
重
薯
蓬
の
舞

0
6
0
歳
以
上
の
方
々
へ

　
「
自
分
の
知
識
や
経
験
、
技
術
や
技

能
を
生
か
し
て
誰
か
の
役
に
立
ち
た

い
」
、
「
働
く
こ
と
で
生
き
が
い
を
見
い

だ
し
た
い
」
、
「
毎
日
の
就
業
は
希
望
し

な
い
が
、
月
（
週
）
に
何
日
か
働
き
た

い
」
、
「
仕
事
を
通
じ
て
仲
間
づ
く
り
を

し
た
い
」
、
「
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

深
め
た
い
」
、
「
地
域
社
会
に
少
し
で
も

貢
献
し
た
い
」
、
「
暇
は
あ
る
け
ど
、
こ

れ
と
い
っ
た
趣
味
が
な
い
…
で
も
身
体

は
元
気
！
」
、
「
働
き
な
が
ら
、
今
後
も

社
会
参
加
し
た
い
」
、
「
多
少
体
力
は
落

ち
て
き
た
が
、
働
く
こ
と
で
喜
び
を
感

じ
た
い
」
、
「
退
職
し
た
は
い
い
け
れ
ど

…
そ
ろ
そ
ろ
何
か
を
始
め
た
い
」
と
感

じ
て
い
る
方
、
思
っ
て
い
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　
市
で
は
そ
の
よ
う
な
方
々
を
近
々
募

集
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
際
に
は
ぜ
ひ

ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

シルバー人材センターの

　
　
　
　
　
　
　
配
分
金
の

　
　
　
　
　
　
　
支
払
い

　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
仕
事
の
提
供

罰

O
企
業
や
法
人
、
団
体
、

　
　
　
看
家
庭
の
皆
様
へ

　
会
社
内
や
ご
家
庭
で
、
「
チ
ョ
ッ
ト

手
が
ま
わ
ら
な
い
…
」
と
か
「
こ
の
仕
事
、

新
し
く
人
を
雇
う
ほ
ど
で
は
な
い
け
ど

…
」
と
か
、
「
週
に
1
日
、
短
時
間
の
仕

事
で
人
が
見
つ
か
ら
な
い
…
」
、
ま
た

「
こ
ん
な
少
し
ば
か
り
の
仕
事
じ
ゃ
、

プ
ロ
に
頼
め
な
い
し
…
」
、
「
わ
ー
！
庭

が
草
だ
ら
け
1
…
で
も
共
働
き
で
暇
が

な
い
ー
ど
ー
し
よ
う
！
」
な
ど
な
ど
、

そ
う
感
じ
た
と
き
に
役
立
つ
の
が
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
の
で
す
。

　
「
高
齢
者
を
働
か
す
わ
け
に
は
…
」

な
ん
て
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
全
国
各
地
で
活

動
し
て
お
り
、
そ
こ
に
登
録
し
て
い
る

会
員
の
方
た
ち
は
、
「
働
き
た
い
」
「
誰

か
の
役
に
立
ち
た
い
」
「
地
域
の
発
展

や
活
性
化
に
少
し
で
も
役
立
ち
た
い
」

「
歳
は
と
っ
て
も
、
ま
だ
や
れ
る
ぞ
！
」

と
考
え
て
い
る
方
た
ち
で
す
。

　
今
後
、
企
業
や
商
店
主
、
ご
家
庭
で

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
ど
の
よ
う

な
仕
事
が
ど
の
ぐ
ら
い
求
め
て
い
ら
れ

る
の
か
実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の

際
に
は
ぜ
ひ
お
考
え
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
生
部
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
宙
二
二
－
一
四
〇
〇

　
　
　
遠
藤
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ー
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
1

　
　
　
　
　
　
介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

で
判
定
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
通

知
が
き
ま
す
。

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
く
中
で
、
高
齢
者
の
介
護
の
問
題
が
最
大
の
不

安
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
『
介
護
保
険
制
度
』
は
、
こ
う
い
っ
た
不
安
を
取
り

除
く
た
め
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利
用
者
の
希
望
を
尊
重
し
た
総
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
創
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

Q
　
介
護
保
険
制
度
の
運
営
主
体
は
、

ど
こ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
　
介
護
保
険
制
度
の
運
営
主
体
は
、

市
町
村
で
す
。

Q
　
介
護
保
険
制
度
は
、
い
つ
か
ら
始

ま
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
　
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
、
介
護
保
険

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
、
要
介

護
認
定
の
申
請
の
受
付
は
、
平
成
1
1
年

10

月
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

Q
　
ど
う
い
っ
た
人
が
介
護
保
険
の
加

入
者
と
な
る
の
で
す
か
？

A
　
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
－
号
被
保
険

者
）
と
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
（
第
2
号
被
保

険
者
）
が
介
護
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

Q
　
ど
の
よ
う
な
と
ぎ
に
給
付
が
受
け

5
れ
る
の
で
す
か
？

A
【
6
5
歳
以
上
の
人
】

　
寝
た
き
り
、
痴
呆
な
ど
で
入
浴
、
排

せ
つ
、
食
事
な
ど
の
日
常
の
生
活
動
作

に
つ
い
て
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
（
要
介
護
状
態
）
に
な
っ
た
り
、
常

時
介
護
ま
で
は
必
要
な
い
が
、
家
事
や

身
支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
援
が
必

要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ
た

と
き
、
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
】

　
初
老
期
痴
呆
、
脳
血
管
障
害
な
ど
、

加
齢
に
起
因
す
る
疾
病
に
よ
っ
て
介
護

な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、
介
護
保

険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Q
　
保
険
料
は
、
い
く
ら
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
？

A
【
6
5
歳
以
上
の
人
】

　
国
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
、
市
町

村
ご
と
に
定
め
ま
す
。
保
険
料
の
額
は

所
得
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
定
額
以
上
の
年
金
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
は
個
別
に
市

町
村
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
】

　
現
在
、
加
入
さ
れ
て
い
る
各
医
療
保

険
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
医
療
保
険
料

と
一
括
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

Q
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？

A
　
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
の
要
介
護

状
態
、
ま
た
は
、
要
支
援
状
態
に
あ
る

か
否
か
、
お
よ
び
介
護
の
必
要
度
を

（
要
介
護
度
）
を
判
定
し
て
も
ら
う
た
，

め
、
市
町
村
に
要
介
護
認
定
の
申
請
を

Q
　
ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
　
介
護
保
険
で
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と

施
設
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
介

護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
、
利
用
者
は
、
か
か
っ
た
費
用
の
1

割
を
負
担
し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
入
所

の
場
合
、
食
費
は
医
療
保
険
と
同
様
の

利
用
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

【
在
宅
サ
ー
ビ
ス
】

・
訪
問
介
護

　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

・
訪
問
入
浴

・
訪
問
看
護

・
日
帰
り
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
遵
期
入
所
生
活
介
護

’
　
　
鑑
”

．
鴻

す
。◎

要
介
護
認
定
は
一
定
期
間
ご
と
に
見

直
し
が
あ
り
ま
す
。

◎
申
請
を
行
う
と
、
市
町
村
の
職
員
、

ま
た
は
市
町
村
の
委
託
を
受
け
た
施
設

や
事
業
者
の
職
員
が
申
請
者
の
家
庭
を

訪
問
し
、
心
身
の
状
況
な
ど
の
調
査
を

し
ま
す
。
そ
の
調
査
結
果
と
か
か
り
つ

け
医
の
意
見
書
を
も
と
に
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
専
門
家
か
ら
な
る
審
査
会

●要介護認定とサービスの利用方法●

　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

・
福
祉
用
具
の
貸
与
、
購
入
費
の
支
給

・
住
宅
改
修
費
の
支
給

　
（
て
す
り
、
段
差
等
の
解
消
な
ど
V

※
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
の
必
要
度

（
要
介
護
度
）
に
応
じ
て
給
付
額
に
限

度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
費
用
は
6
万
円

程
度
か
ら
2
9
万
円
程
度
（
平
成
7
年
度

価
格
）
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
施
設
サ
ー
ビ
ス
】

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

・
老
人
保
健
施
設

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

●
お
問
い
合
わ
せ
は

　
白
石
市
民
生
部
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
介
護
保
険
対
策
係
ま
で

　
　
　
　
　
　
宙
二
二
－
一
四
〇
〇

笠謡，．欝
　　　訪問調査の結果と、かかりつけ医の慧易書に基づぎ、
　　要介護状態・魏…状態か、否力、、及びその程度を判定しますひ

　　　腰f顧の審鮮捌ま広域的実施糧随府票への聾もでき窪す）

　
　
　
　
豫

働
磯
，

　
　
　
　
　
　
定



か
簿
葬
鶴
権
町
長
の
柳
川
さ
ん
轟
韓
鑓
幼
で
事
務
方
と
話
し
、
守
．
よ
う
に

　
「
投
票
率
七
十
％
超
、
反
対
票
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
N
H
K

の
絶
対
得
票
率
三
分
の
二
の
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
は
こ
の
問

は
ク
リ
ア
な
住
民
意
思
の
表
示
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
を
取
り
上
げ
る
べ
く

思
い
ま
す
。
説
得
力
の
あ
る
数
字
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
精
力
勺
こ
取
材
を
続
け

で
衷
嚢
の
響
に
の
っ
と
　
　
　
一
　
■
て
い
斜
ど
の
日
早

り
、
具
体
的
な
行
動
案
の
検
討
に
　
　
　
の
ト
　
日
朝
・
自
宅
に
ス
タ
ッ
フ

入
り
た
い
も
の
で
玄
」
　
　
　
　
　
長
ぎ
　
　
翌
　
が
ど
や
ど
や
入
っ
て
き

　
折
り
返
し
返
事
が
き
た
。
「
私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
だ
っ
た
。

が
最
も
注
目
し
て
い
た
の
は
絶
対
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
フ
の
三
浦
さ
ん

得
票
率
で
す
。
全
有
権
者
の
三
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
言
う
。
「
朝
飯
前
の
く

の
二
と
い
う
こ
と
は
憲
法
改
正
で
さ
え
で
き
る
　
　
つ
ろ
い
だ
と
こ
ろ
を
撮
り
た
い
の
で
ま
ず
ネ
ク
タ

”
絶
対
多
数
“
で
す
。
近
く
、
町
環
境
課
長
を
貴
地
　
イ
を
外
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
」
そ
の
後
、
「
朝
飯

は
も
う
終
わ
っ
た
の
で
す
か
」
と
聞
く
。
「
終
わ

り
ま
し
た
」
と
答
え
た
ら
、
「
大
変
申
し
か
ね
ま

す
が
く
つ
ろ
い
で
朝
飯
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を

録
画
し
た
い
の
で
、
も
う
一
度
朝
飯
を
食
べ
て
く

れ
ま
せ
ん
か
。
」

　
し
ょ
う
が
な
い
の
で
台
所
に
行
っ
て
、
骨
だ
け

残
っ
て
い
た
ア
ジ
の
干
物
と
ご
飯
を
ち
ょ
っ
ぴ
り

よ
そ
っ
て
き
た
が
、
み
そ
汁
が
な
い
と
格
好
が
つ

か
な
い
と
言
う
。
息
子
の
膳
を
ひ
ょ
い
と
の
ぞ
い

て
み
た
ら
、
と
ろ
ろ
こ
ぶ
に
ね
ぎ
が
刻
み
込
ん
で

い
て
し
ょ
う
ゆ
と
お
湯
を
注
ぎ
込
め
ば
ち
ゃ
ん
と

出
来
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
失
敬
し
て
即
席
で
作
り
上
げ
飯
を
食
べ

る
演
技
を
始
め
た
が
、
そ
う
い
う
と
き
に
限
っ
て
、

熱
湯
を
注
い
だ
と
ろ
ろ
こ
ぶ
が
熱
過
ぎ
て
う
ま
く

口
に
入
っ
て
い
か
な
い
。
骨
だ
け
に
な
っ
た
ア
ジ

の
干
物
を
つ
つ
い
て
い
る
の
も
ア
ジ
気
な
い
も
の

で
あ
る
。

　
と
ば
っ
ち
り
を
食
っ
た
の
は
我
が
息
子
で
あ

る
。
部
屋
に
入
れ
る
に
も
入
れ
ず
、
と
う
と
う
朝

飯
抜
き
で
会
社
へ
飛
び
出
し
て
い
っ
た
。

　
「
い
っ
た
い
、
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
一
本
で
ど

の
く
ら
い
撮
る
の
で
す
か
。
」
と
聞
い
た
ら
、
何

と
二
十
時
間
く
ら
い
撮
影
し
て
そ
れ
を
五
十
分
に

ま
と
め
る
の
だ
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
ネ
ク
タ
イ

を
締
め
た
り
、
朝
食
を
食
べ
る
真
似
な
ど
ヤ
ラ
セ

を
し
て
も
放
映
さ
れ
る
も
ん
デ
ス
カ
ネ
ェ
。

　
三
浦
チ
ー
フ
は
言
う
。
「
白
石
が
こ
れ
ほ
ど
テ

レ
ビ
に
の
っ
た
こ
と
は
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
」
私
は
言
っ
て
や
っ
た
。
「
昔
、

白
石
町
で
全
国
初
の
婦
人
会
を
主
力
と
し
た
リ
コ

ー
ル
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
当
時
は
テ
レ
ビ
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
し
た
ら
す
ご
い
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
。
」

　
住
民
投
票
の
結
果
に
つ
い
て
厚
生
省
の
反
応
は

冷
淡
で
あ
る
。
法
の
改
正
と
い
う
目
標
に
向
け
て
、

気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
距
離
走
が
今
日
ス
タ
ー

ト
し
た
。
幸
い
に
、
一
緒
に
走
ろ
う
と
言
っ
て
く

れ
る
御
嵩
町
の
柳
川
町
長
が
い
る
。
二
人
で
産
廃

問
題
で
苦
し
む
市
町
村
に
声
を
掛
け
合
い
、
仲
問

を
増
や
し
な
が
ら
走
り
抜
い
て
い
こ
う
。
そ
れ
が

茨
の
道
で
あ
ろ
う
と
も
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

伝統の歌声に堪能

　　　　．羅ト、欝

1「腿、麗顎懸窪
　　璽耀挫　

江戸時代に浄瑠璃や歌舞伎で全国

に知られたあだ討ち話「奥州白石噺

（ばなし）」を、150年間にわたって

歌い継いできた愛知県蒲郡市の「三

谷まつり中区若獅子会」のメンバー

29人が、5月24日、白石市を初めて

訪れました。若獅子会一行は、三谷

祭の際に山車と一緒に運行する小型

のみこしを担いで市役所から専念寺

まで練り歩き、本堂の前で奥州白石

噺のくだりを歌って奉納しました。

集まった市民は愛知県で臼石噺が歌

い継がれていることに感動しながら

盛んに拍手を送っていました。

華やかな花の競演

　x＼祇　　’』・　　、　‘　一

　　　　　　　　褐
轟惹．麹一、1、　　　　 　　　　　　　’紳

　　　甲r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ周

麟　　　　　　　　　7、　　び　　　　ド　　　　　一・〆　一n　　瀞l　　　P　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　疋　　　　　　　　　　　　　　

　　　　「　ロ褻蓼

　　　∠盒認こ．
6月7日から14日まで、白石城本丸

内特設会場において、第1回白石城

さつき展が開催されました。このさ

つき展には、市民の皆さんから愛情

込めて育成されたさつき60点が出品

され、審査の結果、中町の我妻政治

さんの品種名「栄冠」が白石市長賞

に輝きました。また、期間中には、

さつきの手入れ講習会や苗木の即売

も併せて行われ、盆栽愛好者などの

目を引きつけていました。

「みやぎのお父さん」受賞おめでとうこざいます

辱離．

ノ・￥

き　　　看

　　」

名取市で先日開催されたみやぎ子

どもフェスティバル！98の席上で、

白石市スポーツ少年団本部長の前島

盛三さんが「みやぎのお父さん」と

して表彰されました。この賞は、家庭

や地域で、子供の健やかな成長と幸

福を願いさまざまな形で努力・活躍

している方々に贈られたものです。

前島さんは白石柔道スポーツ少年

団「三省塾」の師範として、長年に

わたり青少年の健全育成と非行防止

に貢献され、昭和61年からはスポー

ド　表彰状
　自石市々一ノ少「rlll冑脇

　一一一り㌘『H塩8・一1，一

　
　
団
辛

　
　
頻
セ

帥
蹴
桑

畑
ー
丁
勇
・

喘
繊
臨

幟
　
　
響

ぎ
墨
転

ツ少年団の本部長として、スポーツ

を通した人と人とのふれあいの大切

さを啓発してきたことが認められて

の受賞となりました。

また、白石市スポーツ少年団が、

平成9年度日本スポーツ少年団顕彰

を受賞（県内では2団体4個人）しま

した。二重の喜びとなった前島さん

は、「スポーツは勝つためだけでは

ない。精力善用、自他共栄をモット

ーに、これからも子供たちと活動し

ていきたい。」と話していました。

いっぱい友達をつくろう！

5月24日、中央公民館で市内小学5、

6年生36名が参加して、平成10年度

わんばく少年教室の開講式が行われ

ました。第1回目のこの日は、「花を

育てよう」と題して、プランターに

サルビア、マリーゴールド、日々草

の3種類の種を蒔き、土の感触を手

で味わいました。育った花は市内幼

稚園、老人ホームなどに配ることに

しております。

灘
　
ゼ

腰
｝
，
銑

　
　
　
摩
龍
．

矯
雛
望
顯
わんばく教室は、今後ハイキング、

キャンプ、蔵王清掃登山など12月ま

で7回開かれる予定です。

あの教訓を忘れずに1！

）憲、λ、

　　　，・』ン、諏』、

　　　i、麗、調軸

義§碗1　…翻、　　　　　　　　　　　　　　　隔、一AT　Tr　｝、　　　　　　　、　　　　
胃　■

　　　野ま1置　　　　　　　　　　　　　　
、向恐

1

県民防災の日の6月12日、昭和53年

に発生した宮城県沖地震を教訓とし

て、大規模地震の発生を仮定した白

石市総合防災訓練が行われました。

主会場となった東北アツギ㈱白石

工場では、屋上に取り残された従業

員を想定して、白石消防署・消防団に

よる救出活動や白石市医師会などに

よる応急措置、さらに自衛隊のヘリ

コプターによる空中消火訓練が実施

されました。このほか電気・ガス・

上下水道の復旧訓練など日ごろの訓

練の成果を発揮していました。

秋の収穫を祈って

畜　、．・堅、pF岬1匙．一ぴ「毎
』轟謬騒、．ミ麺嚢、歯調，、

　　　　　　　でゑ壁一　『1－　－　　幽r』’＾一
　　　　、 ＿　『一蛇鼻　　 塗

鴫響＿

　　　　　　・㌫．、一、＝猛鉱
5月27日、弥治郎の休耕田を利用し

て、西保育園の5歳児20名の親子が、

200本のサツマイモの苗植えに挑戦し

ました。小鳥がさえずり、沢の水の

音が聞こえる自然いっぱいの中で苗

を植えた子供たちは、「おいしいサ

ツマイモができるといいね。」と秋の

芋掘りを今から楽しみにしていまし

た。この後、こけし村の芝生広場に

移動して、地元こけし工人新山民夫

さんから昔懐かしい飛び出しごま、

鳴りごまなどを使ったこま回しの実

演が披露され、子供たちは真剣に見

入っていました。

野点と古典芸能で市民を魅了

白石の春の風物詩となっている第

21回「城の会」が、5月17日に白石

城本丸内で開催されました。

　　　鶴　『
＿玉　　＿匹

一尋レ翼二鍵、論

のだて　　　　　　　　　　もうせん

野点席では真っ赤な毛饒の上でお

茶をたて、厳かな雰囲気の中にも華

やかさがあり、出されるお茶は大変

おいしそうでした。また、舞台では

日本舞踊や箏曲、独吟などが次々と

披露されました。好天に恵まれたこ

の日、白石城は市民を初め城を訪れ

た観光客などで賑わいました。



　　人竹一つ4
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唇
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熱
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，
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友の会は、『婦人之友』の読者がつくっ

ている全国的な組織の団体です。白石

友の会は、家庭の主婦が手をつなぎ、ま

ず自らの家庭を健全なものにすること

から社会の進歩に役立ちたいという志

を持って、昭和21年に発足、50数年を

経ており宏す。会員は23名、70歳代

から30歳代までの幅広い年齢層です。

その中で家庭的な豊かな食卓、簡素

で清潔な衣服や住居、堅実な家庭経済

を目指して、共に学び、励みつつ活動

を行っています。

月1回公民館で定例会を持ち、秋に

は家事家計講習会を開ぎ、多くのお客

様をお迎えしています。蜜た、公民館

まつりにも参加しています。こ希望の

方はどなたでも入会できますので、ぜ

ひお尋ねください。

∠「∠「∠「∠r∠「　　　　 ∠r∠「∠「∠「∠「

麟難鑛　八一ストビル便り

今回は、次回と続けてシドニー市内を走るバスに

ついてお話したいと思います。

このバスは、“ステート　トランジット　バス”

といい、市内を網の目のように走る路線バスです。

バスの利用方法は日本のバスとは反対で、ワンマン

バスの前のドアから乗り、運転手に行き先を告げて

料金を先に支払うのです。

ここで注意することは、日本のように「次はOO

です。」などというアナウンスはないということ。

しかも、バス停に駅名もないので、到着時に教えて

もらうように前もって運転手に頼んでおくか、また

は、現在地を確認しつつ、目的地直前でブザーを押

すか方法は2つに1つなのです。

　　　　　　　　　　次号へ続く。

㎜
鞭

斤omS17ακ乙」ちゃん
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漢　離‘　
　　　溜』『　　　興．
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　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　δ，

特別　人ホームえんじρ　◎

　　菊地　修子さん（旭田1）1g歳

》仕事について

ケアワーカーは、お年寄りのお世話をするのが

仕事です。私の勤めている施設は、できて1年弱

になり、毎日が忙しく業務に追われていますが、

日々勉強の積み重ねで1日も早く介護のプロにな

れるよう頑張ります。

》夢や目標

今はまだ業務をこなすことに集中してしまいま

すが、利用者を思いやり信頼されるワーカーにな

りたいと思い、頑張っています。

》理想のタイプ

優しくてかっこいい人。

リンリのワンポイント置．，

盧・　　’）
屠◎一・

今月末に帰国しますので、これが最後のワンポ

イントEnglish　Proverbsです。ここで、出会いと別

れに関する一番好きな旬を紹介したいと思います。

　「No　love，no　friendship，can　cross　the　path　of　our

destinywithoutleavingsomemarkonitforever」とい

うFrancols　Maurlacの句です。「人生に影響を与

えない愛や友情はない」という意味です。

臼石で過ごしたこの一年を私は一生忘れません。

一緒に英語を楽しく勉強した生徒、支えや相談相

手になってくださった同僚と友達、一緒に遊んだ

人たち皆さんのおかげで、充実した楽しい一年を

過乙すことができました。白石での経験は入生に

影響を与えた貴重な体験でした。皆さんありがと

うこざいました。

　
高
　
橋
　
辰
　
男
　
選

り
檬
々
と
満
開
の
桜
は
水
し
ぶ

　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

ぬ
納
屋
の
中
子
の
掲
く
米
の
糠

　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

の
競
い
咲
き
種
類
い
ろ
い
ろ
人

　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

き
な
者
に
と
っ
て
糖
尿
病
は
辛

　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

れ
共
丈
ひ
く
き
ト
ル
コ
桔
梗
の

　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

入
る
足
元
に
産
毛
を
生
や
し
う

　
　
　
　
　
　
鈴
木
久
美
子

の
現
場
見
つ
つ
予
科
練
に
征
き

　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

大
倉
ダ
ム
放
水
し
居

き
浴
む

暑
き
日
に
光
と
ど
か

の
香
の
す
る

公
園
の
つ
つ
じ
の
花

目
を
惹
け
り

何
よ
り
も
ご
飯
の
好

き
病
な
り

出
荷
に
は
は
ず
れ
た

紫
匂
う

静
か
な
る
山
に
分
け

つ
む
く
わ
ら
び

画
面
に
て
遺
骨
蒐
集

し
夫
と
涙
す

蛙
鳴
く
池
に
映
り
し
満
月
の
月
か
げ
揺
ら
す
緋
鯉
し

ず
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
山
　
成
夫

ト
ラ
ク
タ
ー
よ
り
手
を
上
げ
会
釈
す
る
青
年
を
頼
母

し
と
見
し
畦
苅
り
な
が
ら
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

早
朝
よ
り
ひ
ね
も
す
鳴
け
る
鶯
の
声
は
透
り
ぬ
樫
大

樹
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
澄
子

團
一
首
目
。
満
開
の
桜
に
豪
快
な
ダ
ム
放
水
の
し

ぶ
き
が
か
か
る
と
い
う
、
珍
し
い
情
景
で
平
凡
を
脱

し
た
。
二
首
目
。
視
覚
の
き
か
な
い
薄
暗
い
納
屋
で

は
、
臭
覚
が
よ
り
鋭
敏
に
働
く
。
米
糠
の
香
り
に
納

得
。
三
首
目
。
い
ろ
い
ろ
の
つ
つ
じ
の
花
を
鑑
賞
す

る
人
々
。
公
園
内
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
歌
。

囲
圏
遠
藤
秋
尾
選

山
車
飾
大
き
く
揺
れ
て
曲
り
来
る
　
　
日
下
　
　
文

万
緑
の
山
河
と
な
り
て
句
碑
の
あ
り
　
佐
藤
　
周
子

市
民
文
芸
鵬
酵
灘
麟
職
謙
朧
漿
馨
刀
筋
虜

し
だ
れ
た
る
葉
桜
国

葉
の
数
は
間
に
合
・

藤
の
花
む
せ
ん
ば
L

地
に
低
く
つ
ば
め
凱

竹
の
子
の
出
る
に
佃

退
院
の
廻
り
道
し
’

展
望
の
か
す
む
峠
｛

初
恋
の
想
出
遠
し
㎜

［
囲
一
句
目
．
山
士

が
大
き
く
揺
れ
て
佳

り
と
し
た
写
生
句
曙

合
わ
せ
て
曜
も
聞
7

か
り
の
句
碑
で
あ
ウ

わ
せ
が
よ
い
。
三
h

れ
桜
は
少
し
の
風
一

と
葉
桜
の
生
命
力
の

人
恋
う
て
恋
う
て
ひ
・
と
り
の
指
の
あ
そ
び

近

江

　孫
　太條
は　郎
る

志　選

風
に
揺
れ
易
く
　
　
鈴
木
　
民
子

ふ
か
し
ら
柏
餅
　
　
岩
沢
　
伍
峯

か
り
に
匂
ふ
昼
　
　
山
家
　
弘
子

飛
ぶ
日
の
雨
催
　
　
高
橋
　
正
雄

程
よ
き
雨
と
な
る
　
川
村
　
静
恵

て
見
る
植
田
　
　
高
子
た
ち
ば
な

や
ほ
と
と
ぎ
す
　
　
三
浦
　
愛
嶺

郷
里
の
春
　
　
　
　
遠
藤
　
忠
臣

車
も
ま
た
祭
り
の
花
形
で
、
そ
れ

街
角
を
曲
が
っ
て
く
る
。
し
っ
か

で
あ
り
、
笛
太
鼓
の
音
、
そ
れ
に

こ
え
て
く
る
。
二
句
目
。
作
者
ゆ

ろ
う
か
。
万
緑
と
句
碑
の
取
り
合

句
目
。
今
は
葉
桜
と
な
っ
た
し
だ

に
揺
れ
る
ば
か
り
、
花
惜
し
む
心

を
感
じ
つ
つ
の
一
句
と
な
っ
た
。

コ
メ
を
研
ぐ
こ
ぶ
し
天
突
く
ノ
i
産
廃
芝
　
玄
太
郎

呆
け
た
母
が
笑
っ
て
く
れ
た
祝
い
の
夜
菊
池
　
不
忘

満
天
の
星
に
眠
れ
ぬ
兵
も
い
る
　
　
　
片
岡
　
鶴
子

生
き
て
ゆ
く
た
め
の
試
練
に
耐
え
て
い
る
草
野
　
　
清

割
り
勘
の
酒
が
言
わ
せ
る
無
礼
講
　
　
一
條
　
芳
子

熱
い
女
演
じ
尽
し
て
九
十
歳
　
　
　
　
大
沼
　
妙
子

花
の
香
が
し
き
り
に
誘
う
回
り
道
　
　
米
沢
　
礼
子

人
柄
の
良
さ
を
花
輪
の
数
に
見
せ
　
　
佐
藤
　
武
雄

寂
し
さ
に
郵
便
箱
を
ま
た
覗
く
　
　
　
近
内
　
キ
ヨ

國
］
句
目
。
重
ね
言
葉
が
一
層
女
の
情
念
を
強
調

す
る
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
川
柳
が
短
詩
文
芸
で
あ

る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
て
共
鳴
で
き
る
句
。
秀

句
。
二
句
目
。
こ
の
句
が
出
る
こ
ろ
に
は
、
住
民
投

票
の
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
市
民
の
大
半

が
反
対
の
こ
ぶ
し
を
振
り
上
げ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

時
事
吟
と
し
て
評
価
し
た
い
。
佳
句
。
三
句
目
。
川

柳
は
、
三
要
素
の
ほ
か
「
機
微
」
「
人
間
味
」
「
喜
び

や
悲
し
み
」
な
ど
加
味
さ
れ
る
が
、
こ
の
句
に
は
ほ

の
ぽ
の
と
し
た
家
族
愛
の
情
景
が
浮
い
て
見
え
る
。

熟
達
し
た
作
旬
技
法
が
光
る
句
。
佳
句
。



翌者翁

七
月
十
二
日
（
日
）
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

＼

国
民
年
盒
か
ら

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
六
月
一
一
十
五
日
に
告
示
さ
れ
七
月
十
二

日
が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
一
票
は
、
住
み
よ
い
国
土
を
築
く
進
路
を
決
め
る
大
切
な

一
票
で
す
。
一
人
ひ
と
り
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

◎
今
回
の
選
挙
で

　
　
　
投
票
で
き
る
人

　
次
の
用
件
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

（
住
所
用
件
）
平
成
十
年
三
月
二
十
四

日
以
前
に
転
入
届
出
（
住
民
票
作
成
）

を
済
ま
せ
た
方
で
す
。

（
年
齢
用
件
）
昭
和
五
十
三
年
七
月
十

三
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

◎
按
票
所
入
場
券

　
シ
ー
ル
で
目
覆
い
の
し
て
あ
る
ハ
ガ

キ
で
郵
送
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
右
下
角

の
と
こ
ろ
か
ら
「
ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い

に
」
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。
四
名
ま
で

記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
、
各
自
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
さ
れ
た
り
、

し
ま
い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投
票

所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
時
間

　
投
票
時
問
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で
で
す
が
、
次
の
投
票
区
は
投
票

時
間
を
繰
り
上
げ
ま
す
。

購
辮
｝
午
後
六
時
－
で

◎
不
在
者
投
票

　
投
票
は
、
投
票
日
当
日
、
選
挙
人
名

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
原
則
で
す

が
、
投
票
日
当
日
、
投
票
所
に
行
け
な

い
方
の
た
め
の
不
在
者
投
票
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
事
由
と
し
て

　
投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
の
都
合
で
投

票
で
き
な
い
人
は
、
告
示
日
の
六
月
二

十
五
日
（
木
）
か
ら
投
票
日
前
日
の
七

月
十
一
日
（
土
）
ま
で
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

で
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
午
後

八
時
ま
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
開
　
票

　
七
月
十
二
日
午
後
九
時
三
十
分
か
ら

白
石
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
い
ま

す
。　

参
観
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
場
の

都
合
上
参
観
席
が
二
〇
〇
席
ほ
ど
に
限

ら
れ
ま
す
の
で
入
場
整
理
券
を
発
行
し

ま
す
。
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
，

白
石
市
中
央
公
民
館
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

★
保
険
料
の
免
除
の
申
請
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
が
無
い
と
き
や
災
害
に
遭
っ
た

と
き
な
ど
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
に
は
、
申
し
出
て
承
認
さ
れ
る
と

申
し
出
た
月
の
前
月
よ
り
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
申
請
免
除
。

　
ま
た
、
障
害
年
金
や
生
活
扶
助
な
ど

を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
届
け
出
る
こ

と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
法
定
免
除
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
保
険
料
の
納
付
が
大
変
だ
か
ら
」

と
い
っ
て
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
か

な
い
で
、
早
め
に
市
役
所
の
国
民
年
金

係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課

　
国
民
年
金
係
面
二
二
－
一
三
二
一

児
童
手
当
か
ら

特
別
労
働
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
置
案
内

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
薗
二
二
－
一
三
一
五

★
児
童
手
当
現
況
届
の

　
　
提
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
六
目
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
（
こ
の
現
況
届
を
提
出

し
な
い
と
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
）
ま
だ
提
出

し
て
い
な
い
方
は
、
大
至
急
、
市
民
課

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
す
る
方
に
は
、
六
月
半
ば
こ
ろ

通
知
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
総
務
係
宙
二
二
－
二
二
一
二

　
労
使
関
係
や
労
働
福
祉
問
題
に
つ
い

て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
の
特
別
相
談

を
実
施
し
ま
す
（
予
約
要
）
。

●
日
時
　
七
月
十
七
日
（
金
）

　
　
　
　
十
三
時
～
十
六
時

●
場
　
所

　
大
河
原
町
内
（
詳
細
は
予
約
時
に
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
大
河
原
地
方
県
事
務
所
振
興
室

　
　
宙
〇
二
二
四
－
五
三
ー
三
三
二

宮
城
県
労
政
福
祉
課

　
　
宙
〇
二
二
－
二
二
－
二
七
五
三

ロ
座
振
替
に
し
ま
せ
ん
か

物
価
通
信
講
座
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

市
税
の
綱
付
に
は
便
利
な
一
口
厘
振
…
琶
を
お
す
す
め
し
ま
す

◆
ロ
座
振
替
に
す
る
と

　
指
定
し
た
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か

ら
税
金
が
自
動
的
に
納
金
さ
れ
る
た

め
、
納
期
ご
と
に
銀
行
な
ど
に
出
か
け

る
必
要
も
な
く
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り

ま
す
。

　
口
座
振
替
を
行
っ
て
も
納
税
貯
蓄
組

合
の
完
納
奨
励
金
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
入
っ
て
い
る

方
に
も
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
で
き
る
市
税
は

　
市
民
税
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）

　
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
を
含
む
）

　
軽
自
動
車
税

　
国
民
健
康
保
険
税

◆
取
扱
金
融
機
関
名

・
七
十
七
銀
行
　
　
　
　
　
白
石
支
店

・
徳
陽
シ
テ
ィ
銀
行
　
　
　
自
石
支
店

・
仙
台
銀
行
　
　
　
　
白
石
支
店

・
仙
南
信
用
金
庫
　
　
本
　
　
　
　
店

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
駅
前
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
東
支
店

・
宮
城
労
働
金
庫
　
　
白
石
支
店

・
み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
各
支
店

◆
お
申
し
込
み
方
法
は

　
市
内
各
金
融
機
関
お
よ
び
市
役
所
税

務
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の
際
は
、

預
金
口
座
番
号
、
通
帳
に
使
用
し
て
い

る
印
鑑
、
口
座
振
替
に
す
る
納
税
義
務

者
名
（
共
有
分
を
含
む
）
な
ど
が
必
要

で
す
。

●
お
問
い
合
せ
先

　
白
石
市
役
所
総
務
部
税
務
課

　
　
　
　
　
　
宙
二
二
1
］
　
二
＝

●
対
　
象

●
期
　
間

税目別（期別）納期月別

国民健康保険税（1期）

　　　　　　　　　固定資産税（1期
国民醸保険税（2期）軽自動車税

　　　　　　　　　　
国民健康保険税（3期〉市県民税（1期

4月

5月

6月

固定資産税（2期7月

●
内
　
容

識
、
物
価
と
環
境

な
ど
を
テ
キ
ス
ト
で
学
習
ほ
か

●
定
　
員
　
百
人
（
抽
選
）

県
内
に
お
住
ま
い
の

　
　
　
十
八
歳
以
上
の
方

平
成
十
年
九
月
一
日
ー

　
十
一
年
↓
月
三
十
一
日

物
価
に
関
す
る
基
礎
知

　
　
・
国
際
化
と
の
関
係

●
参
加
費
　
無
料

　
　
　
（
交
通
費
な
ど
は
各
自
負
担
）

●
お
申
し
込
み
先
等

　
七
月
二
十
七
日
（
月
）
ま
で
ハ
ガ
キ

か
F
A
X
に
、
電
話
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
「
物
価
通
信
講
座
受
講
希

望
」
と
明
記
し
て
、
県
環
境
生
活
総
務

課
へ

国民健康保険税（4期）市県民税（2期8月

宙
（
リ
ニ
ニ
ー
二
一
一
－
二
五
二
三

圃
〇
二
二
－
一
二
一
－
二
五
九
八

固定資産税（3期）9月

国民健康保険税（5期）市県民税（3期）10月

国民健康保険税（6期）11月

国民健康保険税（7期〉固定資産税（4期）12月

市県民税（4期）1月

国民健康保険税（8期〕2月

※今年は特別減税の関係で7月になります。
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　　～市政に参画し　』～
市民と市長のふれあい韓一ク」

　　　　　　　　　　　’

「
、

醐

　
　
　
’

　
　
　
な

ρ　
　
　
　
、
雑碧「幟耀、漣儀　1鳳マr■

　白石市は、市民総参画による市政　　て各地区を訪問し、市民の皆様の生

の発展を図るため、平成9年度に引　　の声を聞こうとするものです。

き続き本年度も、市民の方々との対　　　この市政懇談会のトークの中で市

話を特に重視した市政懇談会「市民　　民の皆様の貴重なご意見、ご提言等

と市長のふれあいトーク」を開催い　　を得て、これからの市政に反映させ

たします。　　　　　　　　　　　　ていこうとするものです。7月の市

　この市政懇談会は、皆様ご存じの　　政懇談会は下表のとおりですので、

ことと思いますが、事前の提言事項　　各地区の皆様の積極的な参加をお願

の集約をもとに、市長が先頭になっ　　いいたします。

　　　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

地区　　自治会名　1開催月目開催時間　開催場所　開催場所

小原公民館

開催時間

午後7時

開催月日

7月3日（金）

　自治会名
東、塩倉、猿鼻、中北

新町集会所午後7時7月8日（水〕新町、赤坂、明戸、湯元、小久保平

小原

老人福祉センターよ
ず四後午7月11日出滝上、岩ノ上、滝下、尾箆、上原、下原、鎌先福岡

　市政懇談会は要望を受け付ける場所ではありません。市民の皆様の生の

声を聞く、意見交換の場所です。　　その成果をこれからの市政に反映し

ていこうとするものですので、ご理解をお願いいたします。



市民の皆様へ

　　　　　　7月のこみ収集日について（お知らせ）
◆環境美化・リサイクルの推進にご協力願います。
◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています。曜日の見方は第何回目となります．）

不燃ごみ

第4／火

第4／月

第4／木

第4／金

第4／水

区　分
資源・ビン類

第2、第5／火

第2、第5／月

第2、第5／木

第2、第5／金

第2、第5／水

　　　ご　　み

資源・缶プラ

第1、第3／火

第1、第3／月

第1、第3／木

第1、第3／金

第1、第3／水

可燃ごみ

火・金

月・木

月・木

目・水・木

火・水・金

　　　　地　区（地域名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、白川、小下倉）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

E地区（市街・東北本線西側）

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成10年7月の収集日は下記のようになります。

　　み　ご　燃不’資源・ビン類資源・缶プラ

7／287／147／7、　7／21

　　　　　　　　　可　燃　ご　み

7／3、　7／7、　7／10、　7／14、　7／17、　7／2

7／24、7／28、7／31

地区名

越河、斎川、大平

7／277／137／6

7／237／9、　7／307／2、　7／16

7／2、　7／6、　7／9、　7／13、　7／16、　7／23、

7／27、　7／30

大鷹沢、白川、小下倉

7／247／10、　7／317／3、　7／17

7／227／8、　7／297／1、　7／15

7／1、7／2、7／6、7／8、7／9、7／13、7／15、

7／16、7／22、7／23、7／27、7／29、7／30

7／1　、　7／3、　7／7、　7／8、　7／10、　7／14、

7／15、　7／17、　7／21、　7／22、　7／24、　7／28、

7／29、7／31

福岡、小原

市街・東北本線東側

（白石工業高校側）

市街・東北本線西側

　（白石市役所側）

　　　（注意）鷹巣地区の資源及び不燃ごみは、月曜日となりました。

　　　　　　また、大鷹沢田中地区の資源及び不燃ごみは、金曜日となりました。

◆お願い
　1．ごみは収集日を守り、かならず収集日の朝8時30分までに出してください。

　2．生ごみは、十分に水分を切ってから出してください。

　3．ペットボトルは燃やさないで、資源ごみとして出してください。

　4．スプレー缶は中身を使い切ってから穴をあけ、資源ごみとして出してください。

◆ごみは指定の袋に入れて集積所へ
　1．ごみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

　2．他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。

　　◎仙南リサイクルセンターでは、一般家庭の「不燃性粗大ごみ」を平日と毎月第3土曜日（8：30～11：30）に受け付けしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●㊥、市生活環境課　電話22－1314
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「食中毒に

ついて」
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」虫歯を早く治しτ
　　メタルを｛5’らおう’

　虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6か

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

　今回の3歳6か月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね1
齋藤　蒼士くん　　　〔郡　山）　　　　岩山　良平くん　　　（益岡町）

三浦　菜摘ちゃん　　（松ケ丘1　　　　塩入　康司くん　　凍　町）

村上　　雅くん　　　（田　町）　　　　愛田絵莉菜ちゃん　　（大　畑）

愛田茉莉菜ちゃん　　（大　畑　　　　　佐藤　裕仁くん　　　（福岡長袋1

秋山　郁人くん　　　（福岡長袋）　　　古山　真子ちゃん　　1大川町1

玉手　千尋ちゃん　　（福岡八宮1　　　佐藤　圭史くん　　　〔郡　山）

佐藤ふみえちゃん　　（大鷹沢大町）　　佐藤　　翼くん　　　（松ケ丘）

佐藤　遥奈ちゃん　　（福岡深谷）

　　　　礪～　　　　 ド饗騰



銭薮≧自石市における検診事業
＝がん死亡原因の第1位、早期発見を！＝

　がんの死亡は年々増加し、現在死亡順位の第1位を

占めています。（平成9年自石市のがん死亡96人、25．7％）

がんの罹患数と死亡数は、今後とも増え続けることが

予想され、適切な予防対策が必要になっています。

　《がんの予防対策》

●1次予防二禁煙、食生活の改善、食品添加物の規制、環

境中の物質規制などによりがんの発病を予防すること。

●2次予防：発病したがんを早期に発見して治療し、

がん死亡を予防すること。

　厚生省が4月17日付けで「がん検診の有効性評価に

関する研究班」の報告書を発表しました。この報告書

はがん検診に関する代表的専門家32名によりまとめら

れ、胃がん、子宮頸がん、大腸がんについては有効性

が認められるものの、子宮体がん、視触診による乳が

ん、肺がんについては、有効性を示す根拠が十分でな

かったという評価を示しています。しかし、がんの検

査方法、治療方法は進歩しており、早期に発見し早期

に治療すれば、がんは「不治の病」ではありません。

全ての病気をみつけることは困難ですが、検診を受け

ることはがん予防の大切な1つの方法です。

＝精密検査の受診率低下、必ず受診を！ニ

▼胃がん検診の結果磁逡

査検密精

民生部保健課

宙22－1361

検診項目

胃がん

検診

子宮がん

検診

乳がん

検診

大腸がん

検診
骨粗しょう症

検診

診検核結

肺がん

検診

基本健康

診査

対象

40歳以上

30歳以上

30歳以上

40～69歳

30・35・40・

45・50・55歳

の女性

16歳以上

40歳以上（喀疾

検査はハイリス

ク者に実施）

元年度

数診受

1，857

該当者数

217

40歳以上

実施期間

12月～2月

7月～8月

7月

11月

7月

8月～9月

2年度

3年度

4年度

5年度

6年度

7年度

8年度

2，166

3，876

3，778

3，959

3，825

3，629

3，328

8月～9月

8月～9月

検診料　金

4900円1畿担ll覇

（70歳以上は無料）

頸糊680円｛襯担1醐

体柵680円1纈担1舗
（70歳以上は無料）

4600円1繍担1糊
（70歳以上は無料）

L470円｛奮織、謂

脚0円1奮葡担1；糊

40歳未満650円、40歳以上550円

｛本人負担無料
市補助　　550円～650円

234

413

445

459

413

368

326

結核検診と同時に実施

喀疾検査は2，750円

（全額市補助）

受診者数

208

230

400

438

439

374

341

298

精検受診率

95，9

98．3

96．9

98。4

95．6

90．6

92、7

91、4

がん発見数

7

6

20

15

9

3

7

5

4，960円一一約7，500円

｛
本人負担　1，000円

市補助　3，960円～約6，500円

　「精密検査が必要」と

言われたら迷わず受診を！

趣、

陸熱
　
じ
聖
フ
し
ご
「
フ

●胃がん検診は、平成2年に検診料金の本人負担額が

1，600円から1，000円に引き下げられたこともあり、受診者

が増加しました。さらに平成3年度からは、全ての検診

（結核検診、基本健康診査、各がん検診）を、年度当初に

一括申し込みすることになり、受診者がさらに増加しま

した。これに伴い、初めて検診を受ける人も増加し、が

ん発見数も20人と多くなりました。しかし、精密検査受

診率が下がったことが問題です。

●大腸がん検診は平成5年度から実施し対象者が増える

につれて、受診者も増えてきました。しかし、精検受診

率は胃がん検診よりさらに悪くなっています。

▼大腸がん検診の結果　　（∋O（∋

5年度

6年度

7年度

8年度

9年度

対象者

56・60・64歳

55歳～65歳

40歳～69歳

受診数

237

912

2，000

2，027

2，045

精密検査

該当者数

14

20

54

61

79

数者診吊
冥

11

19

39

49

69

精検受診率

78．6

95．0

72．2

80．3

87，3

がん

発見数

1

2

2

1

1

精密検査が必要と言われたからといって、病気とは限りません。受けないであれこ

れ心配するより受けてすっきりしましょう。また、がん以外の病気が発見されること

も少なくありません。精密検査を受けないということは、病気を早期発見するチャン

スを棒に振ることになります。

必ず精密検査を受けましょう1
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色の濃ρ野漿ば、』…左活習鷹病予防の

ために右アθ100gを目癖に！

栄養価（1人当り）
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　材料4人分
かぼちゃ一一一一一一。・250g

ブロッコリー……・…小1株

きぬさや・…　　　　　・・50g

プチトマト……………8個

チーズ……・………40g
レタス・。一・じ。一・一・一”8枚

ノンオイルドレッシングー・60cc

　　　‘　　　　　　1
　　　　　　　’ヘルスメイト白石　　，

佐藤　ケサ子さん1
　　　　（臼川）！
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新
聞
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折
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込
み
チ
ラ
シ
に

前
か
ら
欲
し
か
っ
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中
古
乗
用
車

が
、
二
百
万
円
で
出
て
い
た
の
で

店
舗
ま
で
行
き
、
そ
の
場
で
契
約

し
て
し
ま
っ
た
。
帰
宅
後
、
親
に

「
手
取
り
収
入
が
月
十
三
万
円
な
の

に
ど
う
や
っ
て
支
払
い
を
す
る
の

か
。
親
と
し
て
は
援
助
は
で
き
な

い
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」
と
し
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れ
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翌
日
、
契
約
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り
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を
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が
中
古
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店
は
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を
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ま
し
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。
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し
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損
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無
条
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。
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．
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あ
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売
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、
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で
聞
い
た
だ
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に
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し
た
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、
チ
ラ
シ
に
つ
ら
れ
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店

頭
に
出
向
き
、
勧
め
ら
れ
る
ま
ま

安
易
に
契
約
を
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
例
は
、
ク

●
お
問
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合
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と
考
え
て
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が
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法
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す
る
法
律
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「
割
賦
販
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定
め
る
ク
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条
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用

車
は
指
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で
す
が
ク
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リ
ン
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オ
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の
た
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い
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い
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②
店
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以
外
の
場
所
で
の
契
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で

あ
る
こ
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（
事
例
で
は
店
頭
に
出

向
い
て
契
約
し
て
い
る
）

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
事
例
で
は

自
分
の
意
思
で
店
に
行
き
、
自
主

的
に
商
品
を
選
び
購
入
契
約
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
訪
問
販
売
に
該

当
せ
ず
ク
ー
リ
グ
オ
フ
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。
車
と
限
ら
ず
商
品
の

購
入
や
契
約
は
慎
重
に
検
討
し
ま

し
よ
う
。

u　　　バ）

身グ
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血

乗用車契約にクーリングオフは
でぎますか

励

品　目
食パン
食用油
み　そ
うるち米

牛　乳
輸入牛肉

まぐろ
え　び
にんじん

ね　　ぎ

国産牛肉

普通品（1斤入り）1袋
　規　　格

サラダ油（鯛調合油嗣容器入り、1，500

11g袋又は力孤り鰍品は除く1、だし胴

宮城県産ひとめぽれ100艶101g（5㎏は換算可1

1召、紙パック入り

ロース、チルド、100

赤身、切身〔刺身用）きはだ又はめばち100

輸入品、無頭、長さ8～10cm、100

普通品1k
普通品1k
ロース、チルド、100

平均価格

　131
　423
　396
2，850

　213　　十
　218
　348
　839
　373
　372
　514

対前年同月比　高値
　　1356

　498
64

　　398

　3，500

　　2288
　　238
　　398
　　980

　　498
　　594
　　780

安値
128

348

395

2200
198

198

298

698

248

150

248

羅
難
響
舞

一般家庭用、10㎜1
　規　　格

184
184
14、店頭価格、現金売り
1’、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末1，2k（1，騒でも可〉

液体、ポンプタイプ、700～780泌

VHS、録画時間12e分、スタンゴートタイプ、3巻組，換算可

長融ワイシャツL枚、綿あるいは綿混紡、店頭渡し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

調査年月日；平成10年6月1日

　　　　　　　安値　　　　　高値　　対前鞭月比平均価格

　　　　　　　4，000　　　　　4，8004266　　－1014
　　　　　　　　598　　　　　720　643－238
　　　　　　　　756　　　　　824　784　　　　73
　　　　　　77　　　　　　　　70　74　　　　4
　　　　　　　　85　　　　　　93　90　　　　13
　　　　　348　　　　　　　　298　331　　－191
　　　　　798　　　　　　　　498　624
　　　　　　　　598　　　　　1，194　824
　　　　　　　　98　　　　　200　149　　　　24
　　　　　　　　228　　　　　348　288
　　　　　138　　　　　　　　50　85



中央公民館 宙26－2453
圃24・5377

映画（夏季教材）の貸し出し

　今年も、恒例の夏季セット（16ミ

リ映画フィルム）の貸し出しを始め

ます。子ども会などの夏休みの活動

の一環としてご活用くださし㌔

　フィルムの貸出期間、貸し出す教

材は次のとおりです。

　希望される方は中央公民館までお

問い合わせください。

社会教育の基礎技術講習会

貸出期間

7月17日

8月2日

8月3日

～

8月13日

8月14日

8月27日

セット貸し出し16ミリ映画フィルム

コロボックルのすてきなおくりもの

ニルスのふしぎな旅　NO3
交通安全だよドラエもん

みにくいあひるの子
とべないホタル

ぶんぶく茶がま

ジャングル大帝～自然
青い鳥

のっぺらぽう

負けへんで（6年3組の阪神大震災）

（41分）

（29分）

（16分）

（10分）

（18分）

（15分）

（24分）

（25分）

（15分）

（23分）

アラレちゃんの交通安全

銀河鉄道999　NO3
魔法のじゅうたん

すてき坂

ハーイあっこです～みんなの交通安全
ジャングル大帝～信頼

ミッキーマウスのたのしい冬
どんぐりと山猫

なっちゃんのケヤキ

負けるな千太・・さよならいじめ虫

（14分）

（25分）

（10分）

（52分）

（14分）

（24分）

（10分）

（20分）

（30分）

（24分）

がんばれ！盲導犬サーブ

たんぽぽ山の大火神

交通安全でござる忍者ハットリ君

キラキラ

ムーミン～落ちてきた星の子～

ジャングル大帝～共存
鴨とりごんべい

ぽくのじしんえにっき

風のかけ橋
ちびまる子ちゃんの交通安全

（27分）

（23分）

（14分）

（10分）

（25分）

（24分）

（12分）

（23分）

（41分）

（13分）

～広報作成について～

　社会教育などの諸活動の展開にか

かわる行政機関や団体、サークルの

広報などの技法が、「読ませる」か

ら「見せる」へ大きく変化している

なか、より的確に広報対象者に伝達

されるための手法を学習します。

　ぜひ、参加ください。

●日時　7月7日（火）13：30

●場　所　白石市中央公民館

●学習内容

　「広報紙作成の視点と方法」

●講師
　元朝日新聞東京本社編集局勤務

　山崎宏さん

●参加費無料
●定員15名
●お問い合わせ・お申し込み先

　白石市中央公民館　面26－2453

でぐ㍉

誹プ

わかば学級開設案内 ●●●●●●●・●■●■●●●●O●●●●●O●■●●●●●●O●0●●．●

　子供の体や心の発達に伴うしつ

け、訓練の問題などについて話し合

ったり、適切な指導、助言を受けな

がら、健康で社会性豊かな子どもに

育てることを目的に開設する予定で

す。

●開設期間　7月～10月

●学習日数・時間　9日間、24時間

●対象者

　はじめて3歳児を持つお母さん

●学習内容

①親の役割

　（家庭の中で・地域の中で）

②幼児の健康（身体の発達）

③幼児へのしつけ

　（しかり方とほめ方）

④幼児のこころ（反抗期）

⑤課外学習（レクリェーション）

⑥その他

◎わかば学級の公開も予定しており

ますので、対象外のお母さん方につ

いては、中央公民館までお問い合わ

せください。

　（中央公民館　雷26－2453）

写 古典芸能伝承の館　碧水園宙．唖さ794g
7月の休館日　6・13・21・27日

碧水園茶会
　緑深い庭園を眺めながら、お茶を

楽しんでみませんか。

●日時　7月5日（日）

　　　　7月19日（日）

●お茶券　400円

　初めての方もどうぞ！簡単にお茶

のいただき方の指導もいたします。

6
へ
』

F

弥治郎こけし村7月誰目宙圃26－3993

平成10年度夏休み小学生こけし絵付けコンクール

●日　時　8月9日（日）9：30」

●場所白石市弥治郎こけし村

●対象市内および市外の小学生

●募集人員　50名

●内容
　18cmの白木のこけしに60分以内に

自由に絵付けをしていただきます。

●応募締め切り日　7月31日（金）

　（ただし、定員になり次第締め切

　　らせていただきます。）

●参加料　一人1，000円

　　　　（入村料、こけし代含む）

●お申し込み

　ハガキまたはファックスで参加者

の氏名、学校名、学年、住所、電話

番号を記入し、保護者の方がお申し

込みください。詳しくは下記へお問

い合わせください。

　受け付けは7月5日（日）からとい

たします。

●お申し込み・お問い合わせ先

　〒989－0733

　白石市福岡八宮字弥治郎北72－1

　（財白石市文化体育振興財団

　弥治郎こけし村　面・圃26－3993

◎ 図書館
宙25－7949
圃26－3505

手づくり絵本講習会

　オリジナル絵本を作ってみません

か？

　申し込み日に材料および説明書を

お渡しします。本の中身となる画用

紙10枚に、シナリオに基づいて絵を

描いて受講していただくようになり

ます。

●日　時

　1回目　7月29日（水）

　　　　9：30～12：00

　　　　（本の中身づくりと製本）

　2回目　8月5日（水）

　　　　9：30～12；00

　　　　（製本・まとめ）

※2回通して受講してください。

●場　所　図書館閲覧室（2階）

●講　師　白石絵本を楽しむ会

　　　　会長　鈴木智恵子さん

●対象どなたでも参加できます

が、小学3年生以下は親子で参加し

てください。

●定員40名
●参加費　300円（材料費）

●お申し込み期限

　7月19日（土）までに、臼石市図

書館へお申し込みください。

夏休み図書館職員体験講座
　図書館の仕事を体験してみません

か？

●日　時　7月30日（木）

　午前の部　9：00～12：00

　午後の部　13100～16100

※午前・午後と別れて各6名ずつと

します。

●場　所　白石市図書館

●対象者　白石市内小学5・6年生

　　　　　（計12名）

●お申し込み期限

　7月19日（土）までに、白石市図

書館へ直接お申し込みください。

スパッシュランドしろいし 盆29－2326
圏29噂2328

7月の休館日　8日（水）のみ

・夏休み期間中は、体まず営業いた

します。

・夏休み子供会団体予約受け付け中

です。

・夏休み期間中も小・中学生のプー

ル利用券は使用できます。

　スパッシュランド老人割引券が利

用できます。

図　　　　　藝　　　　　・喜
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わががま歩き　カナダ　ブルーガイド編

すぐに役立つ　通信教育オールガイド

　　　　　　　成美堂出版編
スーパー特効食「ムコ多糖」の実力

　　　　　　　　森本雅悠著
ワインがからだに良い理由

　　　　　ニコライ・ヴォルム著
和紙一多彩な用と美一　　　久米康夫著

シェフミッキーのおべんとう・おかず・お

かし　　　　　　　　ブティック祉編
大人色のかぎ針あみ　日本ヴォーグ社編

四季の花づくりタブー集　　江尻光一著

はじめての紬薬一陶芸裏技マニュァル

　　　　　　　　阿部秀一編
メトロポリタン美術館の至宝

　　　　　ノ｛一ノ｛ラ・バーン編
新・屈せざる者たち　　　　　辺見庸著

たった一人の30年戦争　　小野田寛郎著

MASUO　MY　LOVE
　　　　　　　　佐藤陽子著
蒼い月の女　　　　　　　　　斎藤栄著

三毛猫ホームズの四捨五入　赤川次郎著

初音　　　　　　　　　　江上冴子著

奈落の水　　　　　　　　澤田ふじ子著

飛行機　　　　　　　　　　山口洋子著

小説・山本常朝　　　　　　童門冬二著

修道士マウロの地図

　　　　ジェイムズ・カウアン著
ことばつかいかた絵じてん

　　　　　　　金田一春彦監修
ハッピーおまじないコミック

　　　　　　　じょうさゆり著
ジョイ・アダムソン（学習漫画世界の伝記）

　　　　　　　藤原英司監修
ばんごはんつくろう！（和食編）

　　　　　　　　坂本廣子著
ディズニー名作100話　　矢部美智代文

グッバイ、ぼくだけの幽霊　広瀬寿子作

はいけい女王様、弟を助けてください

　　　　モーリス・グライツマン著
しょうぽうていしゅつどうせよ

　　　　　　　　柳原良平絵
ちいくまちゃんの　きいちごつみ

　　　　　　しまだけんじろう作
ねんねん　ねむのき（アンパンマンのこも

りうた）　　　　　　やなせたかし作

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～17時

　　　　日曜日　　10時～16時
　　　　7月の休館日
6日、13日、20日、27日、31日（月末休館

日）、おはなし会18日（14：00から）



教養講座「カウンセリング白石講座』受講生募集

　より良い心のふれあいを図るた

め、あなたもカウンセリングの基礎

と技法を学んでみませんか1

　ご近所、お友達お誘いのうえ、ぜ

ひ受講してください。

日　　時

9月5日（土）
13＝00～15；30

9月12日（土）
13：30－15：30

9月19日（土）
13：30～15：30

10月3日（土）
13：30～15＝30

10月17日（土）

13：30～15：30

10月24日（土）

13；30～15：30

10月31日（土）

13：30－15：30

11月7日（土）
13：30～15：30

11月14日（土）

13：30～15：30

11月21日（土）

13：30～15＝30

内 容

開講式

心理学と人間理解

心の窓を開くということ

カウンセリングの主要な理論

行動分析学の入門

家族関係の心理

交流分析を手がかりとした

自己理解・他者理解

リスニングの技法

コミュニケーションの技法

家族療法の技法

ボリビアでのカウンセリング
まとめ

閉講式

講 雨自

丸山欣哉
宮城学院女子大学教授

中村雅知
宮城学院女子大学教授

佐々木隆之
宮城学院女子大学教授

片岡義信
福島大学名誉教授

皆川　州正

東北福祉大学助教授

足立智昭
宮城学院女子短期大学教授

鈴木敏明
東北大学学生相談所助教授

真覚　　健

宮城大学助教授

小野直廣
束北福祉大学教授

マギー・フオステル

東北大学講師

中村雅知
宮城学院女子大学教授

●主催みやぎヒューマンライフ

の会（県生涯学習指導者養成講座修

了者の会）

●後　演　白石市教育委員会

●会　場　白石市中央公民館

●受講料　2，500円

●定員40名
●お申し込み締め切り

　7月31日（金）必着

●お申し込み方法　ハガキに住所、

氏名、性別、年齢、電話番号を記入

しお申し込みください。

●お申し込み先

　〒989－0255　白石市城北町2－26

　佐々木とし子　あて

●お問い合わせ先

雷022－282－8566佐々木君雄

宮城いぎいき学園開放講座受講生募集

●日　時　8月19日（水）10：00～15100

●会　場　名取市文化会館大ホール

●内容
・学園生の意見発表

　なつかしい童謡と唱歌のつどい

・講演会

　講師　酒井　広氏

　　　（元NHKアナウンサー）
　演題　「ふれ合い・知り合い・語り合い」

●入場料無料

●募集受講者　一般県民700人

●締め切り　8月5日（水）

●お申し込み　官製ハガキ（往復ハ

ガキ）に、住所、氏名、電話番号を

記載し、「開放講座参加希望」と明

記して下記あてお送りください。

●お問い合わせ先

　仙台市青葉区通町1丁目6－9

　宮城いきいき財団学園課

　宙022－219－1171

つくしひろば参加者
募集中

　お子さんと一緒に気兼ねなく参加

できる』5つくしひろば”は、子育て

中の親、これから親になる皆さんの

気軽なコミュニケーションができる

場所です。

●開催日

・平成10年

　7／2、9、8／20、27、9／17、24、10／22、

　11／5

・平成11年

　1／14、28、2／4、18

（日程などが変更になった場合は、

お申し込みをされた方にお知らせ

いたします。）

●場所市中央公民館講座室
●時間10：00～12：00

●参加費　無料（ただし、行事によ

り材料代等実費負担）

●お申し込み・お問い合わせ先

　市教育委員会社会教育課

　宙22－1343

「第3回白石市友好の翼」

参加者募集

　白石市国際交流協会では、オース

トラリア・ハーストビル市との姉妹

都市提携4周年を記念し、下記によ

り親善訪問団員を募集いたします。

●期　間　10月22日（木）～29日（木）

●訪問先　ハーストビル市、シドニ

ー
、 キャンベラ、メルボルン

●募集人員　50名

●旅行代金　一人250，000円

●市国際交流基金に助成申請する予

定です。補助された場合、お一人5

万円程度助成される見込みです。

●実施時期において航空運賃及び人

員に変更がある場合は、旅行代金を

変更することがあります。

●募集期間

　7月1日（水）～17日（金）

●お申し込み・お問い合わせ先

　自石市国際交流協会事務局

　（白石市総務課国際交流係）

　　宙22－1333

関　　　　」

白石市文化体育活動センター〔キューブ〕麗塗二握§8
7月の休館日　1・8・22・29日

第2夜～三枝成彰とベルリンフィル12人のチェリストたち～ ジヤン・ギューノ1砺ルガングサィタル

　今回のコンサートは、今まで彼ら

に多くの曲を提供している三枝成彰

氏の作品を中心として、2人のベル

リンフィル第1ソロ奏者と、2人の

ソロチェロ奏者を含む豪華メンバー

で、12人の絶妙なアンサンブルをお

楽しみいただきます。

●日　時　7月2日（木）

　　　　開場16：30、開演17：00

●チケット　5，000円（全席指定）

●司会・お話　三枝成彰

●出　演　ゲオルク・ファウスト、

ルートヴィッヒ・クワント、オラ

「レンイテルマ一ガン

ニ
か

マ
ほ

フ
ア

～オルガン即興芸術の大家～

　今回のコンサートでは、「展覧会

の絵」や「ペトルーシュカ」という

彼の十八番に加えてチャイコフスキ

ーの「悲愴交響曲」第3楽章など、

大変期待のもてるプログラムです。

●日　時　7月15日（水）

　　　　開場18：00、開演18＝30

●チケット　3，000円（全席指定）

●出　演　ジヤン・ギュー

村治佳織の夕べ

中村智子＆ウーヴェ・八イルマンの夕べ

　世界最高、幻のテノール、ウーヴ

ェ・ハイルマン。世界の主要歌劇場

で活躍するソプラノ、中村智子。

数々の賞に輝く2人が満を持して贈

る注目のプログラム。

●日　時　7月18日（土）

　開場15：30、開演16：00

●チケット　4，000円（全席指定）

●司会・お話　三枝成彰

●ピアノ　星野明子

●出　演　ウーヴェ・ハイルマン、

　　　　中村智子

　ギターを弾くために生まれてきた

天才少女。彼女のギターはたちまち

聴く人を魅了してくれるでしょう。

●日時　8月8日（土）

　　　　開場15：30、開演16：00

●チケット　4，000円（全席指定）

●司会・お話　三枝成彰

●出演村治佳織

白石市働く婦人の家 　宙25－6593
面。圃25－5095 7月の休館日　6・12・20・26日

介護講習会受講生募集！1 働く女性のセミナー

～ホームヘルパー3級対応コース～

　今日の高齢社会において、在宅福

祉対策が重視されております。今後

一層ホームヘルパーの需要が増大の

傾向にある今だから、あなたも介護

の知識や技術を習得してみません
か。

●日　程　8月21日（金）

　　　～10月29日（木）14日間

●内容
　56時間（講義・実技実習・その他）

自石音頭踊りの練習開催

みんなで参加

　…夏まつりパレード…

●日　時

　昼の部　8月5日（水）13130～15：30

　夜の部　8月7日（金）19＝00～21100

●講　師　若柳宝梅　先生

●場所
　働く婦人の家3階大会議室

●受講資格　カリキュラムの全課程

に出席できること。

●受講料　無　料〔ただしテキスト

代（6，500円）、傷害保険料（400円）、

調理実習材料費等は自己負担。〕

●募集人員　20名

　（申し込み先着順、男性も大歓迎）

●お問い合わせ・お申し込み方法

　7目3日（金）から受け付けます

ので、ご来館またはお電話でお申し

込みください。

　　　ミニ展示会のお知らせ

【書峰・アートフラワー1

7／1（水）～7／14（火）セラビ自石

［水彩画］

7／1（水）～7／14（火）いきいきプラザ

1フォトスワン1

7／15（水）～7／30（木）いきいきプラザ

7／31（金）～8／12（水）東北アツギ

［ペン習字】

7／14（火）一一7／30（木）束：北アツギ

7／31（金）～8／12（水）セラビ自石

～参加者募集！！～

●日時
　7月29日（水）10：00～12；00

●場　所　働く婦人の家

●内容
①イスを使って健康体操

　八巻奈美子氏

②講話「働き方のノウハウ」

　ハローワーク所長　新沼和子氏

③講話「働く女性からのメッセージ」

　㈱藤崎人事部人材開発課長

　　菅野美江子氏

●募集人数　50名（先着順）

●参加費無料

●お申し込み

　7月1日（水）から受け付けます

ので、ご来館またはお電話で申し込

みください。

※託児もしておりますので、お子様

連れ、お孫さん連れで、ぜひご参加

ください。



　　　　横

唾

水道事業所からのお願い

　新築、改築、修理などの給水装置　　　いたします。

工事を行う場合は、下記指定工事業　　●お問い合わせ先

者にご用命くださいますようお願い　　　自石市水道事業所

　　　　　　　　　▼指定給水装置工事事業者

宙25－5522

　　　上から

　　　お礼申しあげます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

　熊谷勇蔵氏、農事組合法人不忘組

合理事　鈴木稔氏、鈴木敏氏、高橋

賢三氏

「入　　　札結果及び予定価格」

　　　の公表について

　市では4月1日から実施した建設

工事の予定価格を公表しています。

　併せて落札業者、契約金額なども

閲覧できるようになりました。

●お問い合わせ先

　財政課　宙22－1332

指定番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

十蓄口

商号及び代表者名

（有）鈴木設備工業代表者　鈴木幸一

㈱エコー設備工業代表者　高橋良夫

㈲島貫住設代表者　島貫利清
㈱ミツヤ設備機工代表者　高沢　芳

（有）東洋設備代表者　高橋俊明

（有）協栄工業所代表者三浦隆好

日　下　設　備代表者　日下郁夫

㈱白石モーター代表者鈴木信一

伸　栄　設　備代表者　吉野廣志

㈲佐藤設備工業代表者佐藤賢一

高橋ポンプ店代表者　高橋一雄

日下産業（有1代表者　日下賢一

高　橋　設　備代表者　高橋勝之

上西産業㈱代表者上西甲子郎

ユニオン工業㈱代表者高橋誠

㈲佐 光代表者　佐藤光徳

㈲マルカツ風呂店代表者　佐藤良勝

（資）島本商店代表者　島本昭雄

ウォーター工業代表者　佐藤　知

㈱シマヌキ建工代表者　島貫勇吉

白石設備工業代表者　我妻信男

大　黒　住　設代表者　大黒信之

㈲協和住設工業代表者　相澤　隆

住　　所

郡山字西堀55－15

大鷹沢大町字稲荷山149－1

字臼石沖6－1

大鷹沢三沢字坂端124

福岡蔵本字西町13

福岡長袋字高畑13

福岡深谷字三本木42

字中町30

郡山字西堀53－8

郡山字雨ヶ作4－7

鷹巣字寺入屋敷25－12

福岡深谷字荒井前81

松ヶ丘1丁目2－2

字本町71

郡山字鍋石山16－3

字寿山20－12

城北町1－1

字長町11

田町二丁目5－7－12

字本町65

上久保6－19

寿山2－17

刈田郡蔵王町宮字川原田東18

電話番号

25－7701

26－3939

26－3280

25－3349

24－4391

25－7342

25－6778

25－8511

25－2462

25－1665

26－3098

25－7065

25・6795

26－3621

26－3854

25－2627

25－2931

26－2255

26－3510

25－1016

26－2426

24－5668

32－2270

23業者

わたしたちが主役です！l

lb一 齢留麟噛し囎瞳審《㊧シリ曙①目の不自由な人とともに

　まちの中で皆さんが高齢の人や障

害のある人を見かけたとき、お手伝

いできる例を紹介します。

1　あいさつをすると壱は

　「こんにちは」「はじめまして」

と声をかけながら握手してくださ

い。握手されると、相手の背の高さ

などを察知することができます。

2　手引きをするときは

ノノ

　目の不自由な人の手を右腕または

右肩に触れさせ、半歩前を歩いてく

ださい。目の不自由な人は、左手を

通して相手の動きが理解でき、安心

して歩くことができます。

3　階段のあがりさがりは

　「階段です。さがります。」など

と声をかけてください。また、歩道

などで段差があるときにもひと言声

をかけてください。

4　道を聞かれたときは

　「あっち」「こっち」というよう

な代名詞を使わないで、前後左右で

もって教えてください。「この道を

まっすぐに100メートル行けばバス

停です。」という具合に目の不自由

な人を基本に考えてください。

　　　この道を
　　まつすぐ100M
　　　行けば

、　》 （

5　いすをすすめるときは

いすの背もたれに手を触れさせて

ください。いすの位置や方向が理解

でき、一人でいすに腰を掛けること

ができます。テーブルがある場合は、

その上に手を触れさせることで高さ

がわかります。

6　食事などのとぎは

　テーブルの上にいろいろと物が並

べてあるときは、時計の針の位置で

どのような物がどこにあるのか教え

てください。たとえば「6時のとこ

ろにケーキがあります。」という具

合です。はしとかスプーンの置いて

ある場所は前もって手に触れさせて

教えてください。

　さあ、あなたもやさしいまちづく

りに取り組みましょうH

●お問い合わせ先

　白石市福祉事務所

　白石市社会福祉協議会

　面22－1400

輝いています。今のあなた
★ δ

4

白石市職員を募集します

【中級】

・時間10＝OO～15：40

・試験種目　教養試験、専門試験、論文試験

【初級】

・時間10：00～14100

・試験種目　教養試験、作文試験

（第二次試験）

・試験日　10月下旬

・試験種目　人物試験、身体検査

※第二次試験の詳細については、第

一次試験合格者に別途通知します。

●受験手続ぎ

　市総務部総務課に用意された受験

申込用紙を使用し、所要事項を記入

のうえ提出してください。

●申込受付期間・時間

　7月24日（金）～8月18日（火）

　8：30～17100（土、日曜日は除く）

●お問い合わせ先

　自石市総務部総務課人事係

　面22－1331（直通）

「赤十字救急法救急員養成

講習会」受講生募集

　市では、平成11年4月1日付けで

採用する職員を募集します。

●採用予定職種及び採用予定人員

【中級（短大卒業程度）】

　幼稚園教諭　　　若干名

【初級（高校卒業程度）】

　行　　政　　若干名
●受験資格

O中級・幼稚園教諭
　昭和49年4月2日から昭和54年4月1

日までに生まれた者で、幼稚園教諭

及び保母の資格を有する者または平

成11年3月31日までに幼稚園教諭及

び保母の資格を取得する見込みの者

○初級・行政

　昭和52年4月2日から昭和56年4

月1日までに生まれた者

●試験日時等

（第一次試験）

・試験日　9月20日（日）

　　　　　　　　　　　　ひら
21世紀のみやぎを拓く女性会議参加者募集

　いざ1というときのために、心臓

マッサージや人工呼吸の方法などを

学びます。

●日時8月22日（土）、23日（日）、

　　　　29日（土）

〔30日（日）は希望者のみ〕9：00～17：00

●場　所　自石市総合福祉センター

●対象
　15歳以上で全日程に参加できる人

●定　員　20人（先着順）

●参加料　1，500円（教材費）

●その他

　昼食は各自用意願います。

●申込期間

　7月6日（月）～8月14日（金）

（ただし、定員に達し次第締め切り

ます。）

●お申し込み先

日本赤十字社宮城県支部事業推進課

　電話受付　宙022－271－2251

　　　　　（平日8＝30～17110）

※詳しくは日本赤十字社宮城県支部

事業推進課までお問い合わせくだ
さい。

　自分も他人も大切に生きていく社
　　　　　　　　　　　み会を目指し、みんなで一緒に観て、
き

聴いて・考えてみませんか！

　各界で活躍中の方々の話が盛りだ

くさん1どうぞお気軽にご参加くだ

さい11

●日　時　平成10年9月1日（火）

　　　　12＝30～15：30

●場所
　白石市文化体育活動センター

　（キューブ）

●テーマ

　『家庭・職場・地域での

　　　　　　　ステキな人生』
　　　　　　　あなた　わたし
　＝ともに生きよう男と女＝

●特別講演

・講　師　渥美雅子氏（弁護士）

・講演『21世紀に軟着陸』
　ひと　　ひと

＝女と男の新しい地平線を求めて＝

●パネルディスカッション

Oパネリスト

　川井貞一氏（白石市長）

　沼崎一郎氏（東北大文学部助教授）

　小室照枝氏（東天閣社長）

　猪又卓子氏（東船岡中学校校長）

　吉田貞子氏（上西産業勤務）

Oコーディネーター

　樋口美智子氏

　（宮城県環境生活部次長）

●主催宮城県および白石市

●募集人数　600名

●入場料無料

●お問い合わせ・お申し込み方法

　直接ご来館またはお電話でお申し

込みください。

　女性政策室（働く婦人の家内）

　宙25－5095　または　宙25－6593

※なお、『女・男パワーアップ講座』

の申し込みをされた方は、申し込

みの必要はありません。

いきいぎプラザ

フリーマーケット出店者募集

好評のいきいきプラザフリーマー

ケットを毎月1回定例で開催いたし

ます。

●開催日　毎月第4土曜日

●時間9：00～12100

●場所　いきいきプラザ

　　　　（旧市民会館）

　家庭でねむっている生活用品など

を持ち寄り出店しませんか。

　7月の開催日は25日です。

●お申し込み・お問い合わせ先

　いきいきプラザ盆22－1635

　市役所振興課　宙22－1324



7月5日

内科海上医院薗25－1501
外科刈田病院面25－2145
歯科　広瀬歯科医院宙26－1871

7月12日

内科　　水野内科クリニック宙25－2736

外科刈田病院露25－2145
歯科　千木良クリニック宙26－1131

7月19日

内科　梅津内科医院宙24－3571

外科　　刈　田　病　院露25－2145

歯科　清原歯科医院宙25－1030

7月20日

内科　　引地泌尿器科内科クリニック盆26－2823

外科　橋　本　医　院薗25－1616

歯科　高橋歯科医院宙26－3543

7月26日

内科　塚本内科消化器科医院宙26－1026

外科銭谷医院宙25－2010
歯科　富岡歯科医院宙24－4362

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故セ／1強隻』早

事故発生件数
死亡者数
負傷者数
物損件数

57件（348イ牛）

0人（　1人）
11人（72人）
44件（281件）

■人口41，626人（前月比）＋19人

　　　　　　　　　　　　　　帰2α452　帰21，174

■世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
書12，849
　　　　　　5月31日現在

一ざ　　　　　　健康長寿のまちづくり

　　　　わやかフェスティバル’98一

ヘルスパイ：オニアタウン肇業

かんぽ健康増進支鍍箏藁

●日時7月19日（日）9：00～

●会　場　白石キューブ

●内容
　健康増進、健康食、歯科相談、ち

びっこコーナー、車イスバスケット、

仙南保健所コーナーなど

※水道、下水道課の展示コーナー、

バザーコーナー（パンチボール、わ

た菓子）など、健康づくりに関す

る各種コーナーが盛りだくさんで

す。お楽しみください。

●日程
　9100開場
　9：20　消防音楽隊演奏

　10100　国民健康保険優良家庭表彰

　　　ヘルスパイオニア推進員

　　　　　　　　　辞令交付式

　10：30講演

「おしゃれ心が長寿の秘訣」

　一老化防止は女性を見習え一

講師　医師・エビス診療所所長

　　　医学博士　松原英多先生

13130手話劇「カッパの恩返し」

市民の皆様の参加をお待ちしてお

ります。

※小さいお子さんの託児も承りま
す。

●お問い合わせ先

　民生部保健課　露22－1361

　　　　　魁

　　　　　ん　　　為
　　　　　炉・鶏’
　　　　　鹿

　　　▲松原英多先生

昭和6年東京生まれ。東邦大学医学

部卒業、専門の大脳生理学はもとよ

り東洋医学、医学心理学など活躍分

野は、多岐にわたる。

日本テレビ系「おもいっきりテレビ」

にホームドクターとしてもレギュラ

ー出演し、視聴者からの信頼度は抜

群。著書は「知ってて知らないから

だの常識」、「とっさの手当ラクにな

る新常識」

　松原先生②にっこり愚なるぼど

愛情購瀦に、ぜひ量参加ください．

石市デイサービスセンター朋の里
開所しました

　福岡蔵本にある総合福祉センター

内に4月17日よりデイサービスセン

ター朋の里が開所しました。この施

設は痴呆症状のあるお年寄りの方を

対象に、バスで送迎し、食事の世話

のほか、さまざまな活動を通して生

活能力の維持、回復を図ることや、

家族の介護負担軽減を目的としてお

ります。1日500円で、月曜日から

金曜日までの午前9時から午後4時

までご利用できます。福祉事務所で

申し込みを受け付けておりますの

で、お気軽にご利用ください。

●お問い合わせ先

　白石市福祉事務所　盆22－1400

3回白石城登城健康ウォーク
・ラジオ体操祭

　各自思い思いのコースを「ウォー

キング」し、所定の時間までに白石

城へ登城してb告いい朝ふれあい

若々しく”をモットーにみんなと一

緒に「ラジオ体操」をして、健康な

体をつくりませんか！

●日　時　7月5日（日）6：30体操開始

（雨天の場合は次週日曜日へ順延）

●会場益岡公園
　　　「自石城本丸御殿跡広場」

●お申し込み　不要（ただし、当日

6時15分まで受け付け完了のこと）

●主催白石城ラジオ体操会
●お問い合わせ先　横尾　孝

　　　　　　　薗25－3561

「行政改革県民卜一ク」開催 公麗響合働らの

　県では、昨年4月から「新しい県

政創造運動～宮城の行政改革～」に

取り組んでいます。

　今回の県民トークでは「県民の声

と行政」をテーマに討論を行います

が、会場からもできる限り発言を受

け付けますので、ぜひご参加くださ

い。（どなたでも参加できます）

●日時　7月27日（月）14：00～

●場所キューブ
●内容取り組みの紹介、パネル

ディスカッションほか

●出席者　浅野史郎宮城県知事、久

恒啓一宮城大学教授、地元の皆様

●お問い合わせ先

　大河原地方県事務所総務室

　薗0224－53－3130

退職自衛官仙台無料職業紹介肋ら

・体力、気力とともに、おう盛な実

行力を身につけています。

・年齢は若年（任期制）退職者が20

～25歳、定年退職者が54歳～55歳
です。

●連絡先

・退職自衛官仙台無料職業紹介所

　宙022－227－2610

　自衛隊船岡駐屯地援護センター

　菌0224－55－2301（内線341〉

　心臓血管連続撮影装置室改造工

事・医療器械の新設、更新について

　公立刈田綜合病院では、このほど

厚生年金・国民年金積立金還元融資

を受け、平成9年10月に心臓血管連

続撮影装置室改造工事及び心臓血管

連続撮影装置の新設、平成9年12月

に超音波診断装置などの医療器械を

更新し、より一層医療の充実を図っ

ております。

　退職自衛官は企業の二一ズに応え

うる人材が豊富です。

（全国で年間約9，000人）

退職自衛官は

・組織および人間関係を重んじ協調

的です．

　リーダーシップを身につけ、総合

的判断力と指導力に富んでいます。

・強い責任感と不屈の精神力を持っ

ています。

い　　　きし、ぎプラザ

　　　「市民ギャラリー」から

★水彩画　6／30（火）～7／14（火）

　［働く婦人の家サークル］

★フォトスワン

　7／14（火）～7／30（水）

　［働く婦人の家サークル］

★フリーマーケット

　7／25（第4土曜日）

●お問い合わせ先　宙224635

　休館日は毎週月曜日です。

石郵便局からのお知らせ

お客さま感謝デー朔催

　白石郵便局では、日ごろのお客様

に対する感謝を込めて次のような楽

しい催しを行います。

●日　時　7月5日（日）

　　　　10：00～12：00

●場所自石郵便局構内駐車場

●内容
　チャリティバザー

　ゲーム…輪投げ・ダーツ・金魚す

　　　　くい・綿あめなど

　ご家族皆様でご来局ください。

●お問い合わせ先

　総務課　　倉田　盆25－2741

かもめ～るで「夏だより」はいかが

　民話寄席に
笑いにこらい！

今野　東率いる今野家一門来白。

東北弁による新たな笑いの世界を

たっぷりお楽しみください。

●日時　7月18日（土）14：00～

●場　所　白石第一小学校体育館

●入場料　500円（大人、子供とも）

●主　催　白石第一小学校父母教

　師会　社会専門委員会

●前売券販売所

　城北町　佐藤ふとん店

　宙26－2612

『サマージやンホ室くじ』灘弱
O『サマージャンボ宝くじ』は、市

町村の明るく住み良いまちづくりの

ための資金として還元される宝くじ

です。

　皆さんもお買い求めください。

O賞金は、

　1等・前後賞併せて1億5，000万円。

O発売期間
　7月21日（火）～8月7日（金）

O発売方法
　全国の宝くじ売場または通信販売

※この宝くじの購入には、予約引換

券は不要です。通信販売パンフレッ

トを市庁舎1階市民室に用意してお

ります。

O抽せん日　8月18日（火）

※昨年のサマージャンボ宝くじの時

効（平成10年8月24日）が迫ってお

りますのでお忘れなく。

0お問い合わせ先

　白石市総務部総務課

　宙22．1331（直通）

または（財）宮城県市町村振興協会

宙022－211－3835
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　ボランティアで白石沖公園の管理をしているのは、田町の阿部忠治さんで

す。子供たちが散らかしたゴミを集めたり、ブランコに油を差したり、心な

い大人が捨てていったタバコの吸い殻を集めたりと、この公園ができてから

20年問ずっと1人で約460㎡の公園を管理してきました。また、この間、殺

風景な公園に緑をという願いから、ツツジ52本とウメモドキ2本の苗木を市

へ寄付し、ご自分で植樹するなど公園の緑化にも力を注いできました。

　このような活動が認められ、平成3年には白石市公衆衛生組合連合会から

生活環境保全と公衆衛生の向上に貢献された

として感謝状をいただいております。

　趣味は「毎朝の散歩です。毎日4時30分ご

ろ起きて4キロぐらい散歩してから1時間か　　　　ヂ“㌧
けて公園を掃除するんですよ。最近は近所の

方から公園を掃除していただいてありがとう。

いつもご苦労さま。などと感謝の言葉をかけ
られるようになりました。」

　今後も公園の管理を続けていかれますか。

「続けられるところまで続けていきたいです

ね。」と80歳を過ぎても若々しく元気いっぱい

に話してくれました。

　地域の憩いの場である公園の管理、これか

らもよろしくお願いします。
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　　　　　　　ゲ　　　（郡山）
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賢一さん、梨枝さんご夫婦の長女

一ママからひとこと　　　　　　　轟

優しく素直な子になってね。ニ

パパからひとこと

元気で明るい子に育ってほしい。箱
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10：00～15：00

10二〇〇～15：00

9二〇〇～17：00

10：00～12：00

10：00～12：00

9：00～16：00

第2会議室　⑳2
第2会議室　④2

第2会議室　⑳2
生活環境課内　⑳1

第3会議室　⑲3
生活環境課内　⑳1

東側和室　　　㊨1

第4会議室　　　＠4

第3会議室　⑳3
青少年相談センター⑳4

農林振興センター

第2会議室　④2
総合福祉センター
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